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若き国王は偽りの花嫁を甘く激しく愛します
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　朝がきた。

　天窓の向こうが明るい。

　早起きに慣れているルチアは注がれる光に目を覚まし、見慣れない天井に息をついた。

　――昨日、ルチアは結婚した。

　昨日はじめて顔を合わせた花婿――イヴァン・アンドラデは、どこか緊張しているようだった。

 その様子にルチアは安堵していた。

 ルチアもまた緊張していたし、緊張のなか彼が見せた微笑みが優しげで、胸を撫で下ろしていたのも確かだった。

　昨日は目まぐるしい一日を送った。

　それまで暮らしてきた町を出、島国アンドラデに渡り、結婚式を挙げ、新居に案内された。

　現実味が薄く、あまり克明な記憶が残っていない。

　夫となったイヴァン・アンドラデの肌の温度と、果てるときの苦しげな吐息だけが、頭の奥に焼きついたようになっている。

　男性と肌を重ねるのは、はじめての経験だった。

「目が覚めたか？」

　低い声が聞こえてルチアがとなりを見るのと、ベッドがきしむ音を立てるのは同時だった。

「……まだ少しはやいな」

　おなじベッドに眠っていたイヴァンが身を起こすと、乾いた金の髪が彼の背に流れた。

　彼はサイドテーブルにあった水差しを手に取った。上掛けが落ちると、がっしりとしたイヴァンの身体が現れる。

　朝の光のなか露わになったイヴァンの背中から、ルチアは目を逸らせなくなっていた。

　上掛けを引き寄せ、ルチアはなだらかな曲線を描く彼の背中の動きや、わきから腰に流れる線、腕の筋肉を眺めた。

　水差しからグラスに水を注ぐ、それだけの動きなのに彼の身体――筋肉は美しく動く。

　グラスにくちびるを当て、イヴァンが微笑んだ。

　海の青のような、深く美しい瞳がそこにあった。

「ルチアも、どう？」

　のどを潤したイヴァンからグラスを差し出され、ルチアは身体を起こした。首にかけているペンダントの鎖が、かすかな音を立てる。

　素直に受け取ってかたむけた冷たい水は、いつものものとなんら変わらない。

「……ありがとうございます」

　グラスを返すと、イヴァンはもう一杯水を飲み干した。

　ルチアの赤みがかった金の髪に比べ、イヴァンのものは色味が薄かった。日に焼けているためか、ぱさついて見える。

　ふれてみたくなったが、それをする大胆さをルチアは持ち合わせていなかった。

　彼は整った顔立ちをしていて、昨日まで暮らしていた港町の劇場――そこで評判の舞台俳優を思い出してしまう。

　一度観劇に出かけ、距離のある桟橋の席からだったが、美男とほめそやされる俳優の演技を楽しんだことがある。

「ルチア、飴食べる？」

「あ、飴ですか？　あの、はい」

　俳優より、イヴァンのほうが声が低く落ち着いている。遠くまで台詞を届ける必要などないからだろうか。ひたいとひたいを合わせるような距離で、もっと彼の声を聞いてみたくなっていた。

「そんなにかしこまらないで」

　水差しのかたわらにあった小箱から、彼は飴を取り出すとルチアに手渡してきた。とてもちいさな飴だ。

　ベッドでお菓子を食べるなど、はじめてのことだった。

　ほのかな甘さが口のなかに広がり、ルチアはひどくほっとさせられた。

「緊張してた？」

「……はい」

　ルチアは素直にうなずく。

　誰かとベッドで過ごすなどはじめてだ。しかも夫になったとはいえ――イヴァンは初対面の人間なのだ。

「じつは俺もだ」

　ちょっとくぐもった声での告白は、嘘偽りなく彼が緊張しながら夜を過ごしたのだと教えてくれた。

「ルチア」

　彼がルチアの間近に移動してきて、広いベッドがわずかにきしむ音を上げる。

「イ……イヴァンさま？」

「イヴァンでいいよ。俺たち夫婦になったんだから」

　顔をかたむけた彼が目を閉じた。

　くちづけだ、とわかる。

　わずかな時間のことだったが、彼のまつげの長さに見蕩れそうになった。もっと見つめていたかったが、ルチアもおなじく目を閉じる。

「……っん、ん……」

　やはり昨夜同様、彼に身を任せることしかできない。

　しっかりと閉じたまぶたの闇のなか、イヴァンの舌がゆっくり口内で遊びはじめている。

　まだちいさな丸い飴が残っていた。おたがいの舌に甘い粒を押しつけ合ううちに、それは溶けて消えていく。

「ふ……ぅ、……っん」

　甘い飴を追って動かしていた舌は、その惰性で活発に動き続けていた。

　舌の輪郭をなぞられ、圧されていくと、身体の奥にぴりぴりとしたものが広がっていく。

「……う、ん……っぅ……っ」

　背にイヴァンの手がまわされ、それまで肩にこもっていた力を抜いた。彼の腕に先導されるように、ルチアはゆっくりと身体をシーツへと倒していく。

　素肌の背に感じるシーツの感触が気持ちよかった。

　最初は冷たかったシーツが、ルチアの体温で温められる。

　その間に彼の体温がルチアの乳房を温めていた。

　密着したイヴァンの身体は、くちづけの合間にわずかにずらされていく。

　くちづけから解放されたルチアは、夫となった男が鎖骨や胸元にくちびるを寄せていく姿を見下ろした。ペンダントの飾りにくちづけ、そこからさらに下へ――敏感なところへ。

「イ……イヴァン……？」

　彼の指がルチアの乳房にふれ、手のひらが包みこんでいく。

「は、ぁ……っあ……っ」

　さわさわとした心地よい感覚を覚える。ルチアは右手の人差し指を思わず噛んでいた。上を向き尖った赤い乳首のかたちを、彼の舌先がなぞっていった。

「や、やぅ……っ」

　部屋のなかは差しこむ朝の光で明るくなっている。

　彼のくちびるがルチアの乳首に吸いつくさまも、ほおが動き、それに合わせて柔肉が吸われていくところも、すべて見て取ることができた。

「あ……っあ、ぁう……っ」

　ちくちくと吸い上げられ、ルチアは息を乱していた。自分の身体が、彼の舌で快感を覚えていることはわかる。イヴァンの愛撫にうっとりしそうになっていた。

　ルチアの下腹部をくちびるで吸い、イヴァンの指先は下生えを撫でつけている。

「ま……待って……っ」

「どうした？」

「待って、あ……朝になっているし、こんな……」

　――こんな、ふしだらなことは。

　身を起こしたイヴァンが、その身体を隠していた上掛けを落とした。

　膝立ちになった彼の身体が、朝の光のなかに現れる。

　その下腹部に棲む蛇が、鎌首をもたげていた。はじめて目にするといってよかった――だがルチアの身体は知っている。

　昨夜はじめてルチアは男性を知った。イヴァンとの交わりは、ルチアをひたすら翻弄するものだった。

　ルチアは身を丸め、イヴァンを見上げる。

「まだ俺たちのどちらも、ベッドから下りてないだろ？」

　彼が動くと、屹立した部分が揺れている。

　それを目の当たりにして、ルチアは胸が苦しくなった――恥じらうべきだろうに、目を逸らせないでいる。

　昨夜の彼は初対面であり、なにも知らない間柄だった。

　いまは違う。

　一夜を経て、もうイヴァンはルチアの夫になっていた。

「俺たちの初夜、まだ終わってないよ」

　彼がなにを求めているのか、それはわかっていた。

　ただそのためにどうすればいいのか、そこがルチアには欠落していた――欲望をともなった愛情を、これまでに誰とも交えたことがない。

「わ……私、どうしたら……」

　イヴァンは明後日の方向へ視線を向け、それからルチアのほうに戻した。

「俺はルチアに……手を広げて歓迎してほしい」

　そんなことをしたら、乳房どころか身体を彼の眼前にさらすことになってしまう。

　臆したルチアに反して、彼は屹立したものを隠す素振りさえない。

　――夫婦なのだから、これはしかたのないことなのかもしれない。

　丸めていた腰や足をのばし、ルチアは恥ずかしさを堪えて身体を仰向かせた。

　きしきしと音を立て、イヴァンが覆い被さってくる。

「イヴァン……」

　彼に向け、ルチアは両手を広げた。

「ルチア……！」

　のしかかるイヴァンの動きははやかった。

　一転してむしゃぶりつくような性急さに変わり、ルチアは羞恥心に取り合っていられなくなっていた。

「……ぅあん……っ、あ……ぁあ……っ」

　乳房をきつく吸いながら、イヴァンはいきり立ったものを押しつけてくる。

　それは昨夜ルチアをうがったものだ。のしかかった彼はうめき、淫肉の奥でふるえていた。

　彼はまた、それを求めている。

「あ……だめ……っ」

　イヴァンの手が淫裂を割ろうとし、ルチアは身をよじった。

「ルチア？」

　期待を裏切られた顔と声だった。ルチアは眉尻を下げたイヴァンから目を逸らす。

「き……昨日の、あなたの……が、残って」

「ああ……そうか」

　ほっとした声を漏らしたイヴァンは、力強い腕でルチアの双脚を左右に大きく開いた。

「きゃあ……！」

「俺のが残ってるなら、潤ってるのとおなじじゃないか？」

　圧を感じた――そう思った瞬間には、屹立が押しこまれていた。

「ひ……うぅ、ん……っ」

　昨晩は痛みがあって、彼を受け入れてから身を強張らせていたのだ。そのときのような痛みがない。ルチアは彼の背に手をまわしていた。

「あぁ……っ、ぅ、あん……っ」

　荒々しい波のように、彼の腰は寄せて返しルチアをえぐっていく。

　彼を受け入れているせいだろうか、肌がふれ合っている部分が、満たされているように思えてくる。

　――離れたくない。

　――もっと、ひとつに。

「ルチア……っ」

　イヴァンのくちびるがうなじに吸いつき、ちくりと痛みを残した。

「あ……やぁ……っあ……」

　息が荒くなっている――イヴァンだけでなく、ルチアも。

　ルチアは自分が取り乱したような声を上げている理由に、やっと気がついて愕然としていた。

　――気持ちがいい。

　彼の灼熱に焼かれている淫花が、ルチアにとめどない快感を教えてくれていた。

「うん……っ、ん……あっ」

　イヴァンの抽送が突然止められた。

　ルチアの下生えと彼の下生えとが密着している。彼のふるえがルチアにも伝わってきていた。彼の精がそこで放たれているのだ。

「イヴァン……」

　無意識のうちに、ルチアは彼の身体を抱きしめていた。

　天窓の向こうで、白い雲が流れていく。

　荒い息をつくイヴァンが身じろぎ、おたがいの視線が合った。

　短く笑ったイヴァンが、くちびるを重ねてきた。

　ルチアは抵抗なく、夫とのくちづけを受け入れていた。
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　風のない日だった。

　船で運ばれる花嫁の立場としては、揺れが気にするほどでなくて助かっていた。

　朝のまだはやい時間、あたりが暗いうちから身支度を整えさせられたルチアは、暮らしてきた屋敷を出ると、馬車と船とを乗り継いだ。

　乗り継ぎ、嫁ぐことになっているアンドラデ共和国にやってきたのだ。

　アンドラデ共和国――大小いくつもの島々が、ひとつの国を成したものだ。

　運ばれる船上から、花嫁を待ちかねるアンドラデのひとびとの姿が見られた。

　どの顔も笑顔で、ルチアはそのことでかえってひどく緊張させられていた。

　本島の船着き場に迎えにやってきた馬車に乗り、向かったのは町の広場だった。

　ルチアはそこではじめて、花婿の姿を目にした。

　――イヴァン・アンドラデ。

　参列客たちの黒い正装のなか、花嫁花婿だけが白い衣装をまとう。

　金の髪を肩に流し褐色の肌をした男性は、堂々とした態度でそこにいた。ルチアを認め、晴れやかに笑う顔が印象的で――とくに彼の青い瞳の深いその色が、ルチアには鮮烈に映った。

　結婚式の席ではじめて引き合わされ、顔を合わせ、そこから新居に入る――それまでの間、ルチアにはじっくりと周囲と向き合う時間はなかった。

　花嫁も花婿も、ひたすら多忙だった。

　結婚式の披露宴、初対面のひとびとから贈られる祝いの言葉はきりがなかったのだ。

「おめでとうございます！　アンドラデを気に入ってくれるといいですけど！　おしあわせに！」

「はじめまして、奥さま！　このお祝いの席にいられるなんて光栄です、おめでとうございます！」

「ご結婚おめでとうございます！　どうぞ末永くおしあわせに！」

　祝福を受けることに忙しく、ルチアは正直なところ、花嫁としての自覚が持てないまま夜を迎えてしまっていた。

　花嫁花婿はどうあっても放っておいてはもらえない。

　となりにすわっていた花婿もまた、結婚式の最中は来客への対応で忙しくしていた。

　ありがとう、と祝福に笑顔で礼をいいながら、ルチアはほんとうはとなりの花婿と話をしてみたくてしかたがなかった。

「おめでとうねぇ。こんなにきれいな花嫁さん、はじめてだよ！」

　祝いの言葉とともに差し出された老婆の手をにぎり返し、ルチアも笑顔で返礼する。

　見知らぬもの同士、定型での言葉のやりとりが続いていた。そんななか、ルチアは頭のなかで、散漫な問いかけを花婿に向けていた。

　――きれいな花がたくさん飾られているけれど、どの花が好き？

　――天気がよくてよかった、星が見えてきた、あなたは星の物語に興味はある？

　――ああ、あっちのテーブル、お料理がなくなってきている。厨房に知らせないと。それとも、もう誰か知らせたのかしら。

　――たくさんのひと、こんなにたくさんのひと、どうしよう、全員の名前を覚えられるかな。

　――どうしよう、私アンドラデ家に嫁ぐってほんとう？

　――アンドラデ家なんて、名前しか知らないのに。

　――共和国って、アルデロと違うの？　なにか生活が変わるの？

　受けこたえですんでいるルチアはまだよかった――花婿であるイヴァンのまわりには、酒を手にした客人の姿がちらほら見受けられた。

　花嫁と花婿のふたりの前にやってくるのは、近隣の住人たちのようだった。ルチアたちそれぞれに挨拶をして去っていく。

　だがなかなか立ち去らない顔もあった。

　イヴァンの前で足を止め、乾杯を求める男性たちがいる。

　彼らは祝福を受けるイヴァンの隙を見て、幾度も乾杯をしようとするのだ。

　どうやらイヴァンと旧知の仲らしい。

　乾杯は回数が重なり、イヴァンのわきに立つ友人たちの数が増えていく――乾杯を断るのが難しいようで、間に入ったのは神父だった。

　これ以上花婿が酔う前に、と神父がうながしてくれて、やっと乾杯をしたがる友人たちが解散していった。

　そのころには、日が暮れる時刻になろうとしていた。

　客人たちに見送られ、花嫁花婿は新居に向かう馬車に乗りこんだ。

　窓からおもてをのぞくと、そこには祝福の言葉と笑顔があった。

　これはアンドラデ共和国当主と、対岸――海岸沿いに展開される港町アルデロを統べる、バサル家息女の婚姻である。

　両家の婚姻の成就は、ひとまずよろこばしいことだ。

　だがこれは、なにかが終わったのではない。

　はじまるところだった。

　政治に疎いルチアだが、彼らの様子に身を強張らせてしまった。

　――知られたら、大変なことになる。

　両家が花嫁花婿たちをよそに、何年も前から交わしていた婚約だ。貴族の家ではめずらしいことではない。

　――イヴァンさんはきっと、私が婚約者じゃないこと……知らない。

　あんなに彼と話をしたいと思っていたのに、馬車に揺られる時間、ルチアはイヴァンのほうを見られなかった。

　ほどなく到着し、新居に通された――すでに日は落ち、軽い食事をすませ身体を浄めると、やっと花嫁になったのだと自覚が芽生えてきた。

　初夜だ。

　身支度を整えたイヴァンが待っていて、ルチアは彼に手を引かれて寝室に向かった。

　その寝室では、ひたすら混乱しながら彼に身を任せるしかなかった。

　――もし私が婚約者当人でないと知られたら……どうなるの？

　誰にも訊けず、こたえも得られないまま眠りに落ちていた。ルチアはひどく疲れていたらしい。

　そして迎えた朝は、いつもと変わらない明るいものだった。

　朝のベッドで彼に求められるとは思いもよらなかったが、果て、ルチアのとなりで照れたように笑う彼をいとおしいと感じた。

　本来なら、彼が微笑みかける相手は自分ではない――そう考えて、気持ちが重くなった。

　おもてが明るくなっているせいか、ルチアはベッドで横たわっているのが苦痛になってきた。

　これまでルチアは、港町アルデロを統治する貴族の家で働いていた。

　バサル公爵家には娘がおり、ルチアは彼女の侍女を務めていたのだ。

　誰よりもはやく起き出し働いてきた身の上だったのに、貴族の令嬢のふりがいつまで勤まるのか。

　イヴァンが開けた窓の外から、庭師が働き出す音が聞こえてきている。

「食事の支度が調ったら、給仕長が鐘を鳴らして歩くんだ。そうしたら食堂に」

「はい」

　この家のしきたりを、まだルチアはなにひとつ知らない。

　彼が手早く服を着ていくので、ルチアはガウンを拾い上げてベッドから降りる。

「となりの部屋のクローゼットに、着替えが届いている。足りないものがあったらいってくれ。手配するから」

「ありがとうございます」

　となりにある化粧室でクローゼットやチェストを確かめると、ルチアの持ちものが運びこまれていた。

　いくつか新品と思しきものもあり、ひとまずルチアは着慣れた簡素なドレスを手に取っていた。

　着替えて寝室に戻ると、ベッドに腰かけたイヴァンが微笑みかけてくる。

「侍女を連れてきてないけど、どうする？　こっちでつけようか」

「あ……」

　血の気が引いていく。

　考えていなかった。

　アンドラデでおこなわれた結婚式には、ルチアの親類の参列者はいなかった。

　おかしいと思われているかもしれない。

　アルデロからアンドラデまで送ってくれたのは、バサル公爵家に仕えるものたちだった。彼らはすでにアルデロへ帰ってしまった。ルチア一人をおいて。

「まあ、それもあとで必要だったら」

「……は、はい」

　カランカランと、高い鐘の音が聞こえた。

　ゆっくり移動しているようで、徐々に離れていく。

「あれだよ、食事の合図」

　立ち上がったイヴァンは、ルチアよりひとつ分背が高い。

　結婚式の間は、緊張していてそんなことにも目がいかなかった。

　寝室を出る彼について歩き、ルチアはひっそりとため息をついていた。
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「蛮族と結婚するくらいなら、海に身を投げるわ」

　――海に身を投げる。

　それはバサル公爵家の娘・セラフィナの口癖といってよかった――希望要望など、わがままを通すための魔法の言葉だ。

　だが今回ばかりはうまくいかなかった。

　いつもなら目尻を下げて「しかたがないなぁ」というバサル家当主代行フランシス・バサルは、孫娘の要求に静かに首を横に振るばかりなのだ。

「どうして？　まだみんな結婚なんてしてないわ！　どうして私だけ、十四で結婚しなくちゃいけないの？」

　要求が通らないとあって、当初に比べてセラフィナの声は高くなっていた。

　生まれたときには決まっていた縁談だ。

　――共和国アンドラデの顔といっていい、アンドラデ家の男子と結婚する。

　その話が本格化したのだ。

　しかし花嫁となるべきセラフィナが、結婚話を蹴ろうとしている。それは通らないことだったが、彼女はかたくなだ。

　彼女をなだめるのは、侍女の仕事となっていた。

　だがルチアを含む三人の侍女がいくらなだめても、セラフィナは口を尖らせるだけ。彼女の要求が通らなければ、セラフィナは結婚することになる。いやなのだろう。だが、要求の通る気配はなく、彼女の機嫌は悪くなる一方だった。

　セラフィナは部屋にこもって「結婚しない！」と駄々をこねる――そんな日々が十五を数えたとき、フランシスは腰を上げて孫娘の部屋にやってきた。

「セラフィナ、バサル家に生まれた以上、おまえには果たすべき責任があるんだ」

「バサル家に生まれたいなんて、私がいつ頼んだの！」

「そういうな、相手のどこが不満だ？　美丈夫な上に、身持ちがかたいと評判だぞ。アンドラデまで船でのんびりいっても半日もかからないし、あそこは島国だが、暮らしやすいとみんな口をそろえている。質のいい果樹園もあって……」

「蛮族だって聞くもの！　海賊まがいの国なんて、絶対にいや！」

　近隣一帯の海域には、海賊が横行している。

　国外からくるものたちには、海賊とアンドラデ共和国の区別がないものがいる。そこから聞こえることがある噂だ。

　港町アルデロから出立する海軍所有の軍艦と、それ以外の船――そういった区別のようだった。

　最近ではアルデロで海軍の認可を受けた船には、それを印す旗が与えられている。旗をかかげる船を攻撃すれば、それすなわち海軍への攻撃とみなされる。

　警戒すべきは海賊であり、アンドラデの船ではない。

　セラフィナは港町アルデロを統べるバサル公爵家の令嬢であり、ひとり娘だ。持っていてはいけない偏見だったが、セラフィナはアンドラデを海賊と混合してしまっていた。

「お嬢さま、アンドラデは果物の栽培と漁で暮らしてるひとばかりですよ、海賊と一緒にしたら、さすがにかわいそうです」

　侍女のひとりがひざまずき、セラフィナを落ち着かせようとするが無駄だった。

「海軍の旗がないのは、全員海賊とおなじだわ！」

　嫁ぐことがいやでしょうがないのか、周囲の説明に耳を貸そうともしない。

「だがセラフィナ、こればかりは個々の都合でどうにかなることでは……」

「おじいさまと話をしたくない！　ひとりにして！」

　椅子を蹴るように勢いよく立ち上がり、セラフィナはとなりにある寝室に走っていってしまった。金の髪が左右に踊り、扉の向こうに消えていく。

　フランシスも侍女たちも、どうしたものかと顔を見合わせていた。

「あの……大旦那さま」

　ルチアは弱り顔のフランシスを見上げた。

「もしかなうのでしたら、食事会などを開かれてはいかがですか？　気楽な席でしたら、お嬢さまも足を運びやすいでしょうし……お相手のことがわかれば、きっと」

　セラフィナはこうと決めるとかたくなだ。

　このまま嫁ぐのは、あまりに酷だろう。

「……昔からおまえは、セラフィナにやさしいな」

　ルチアは微笑むことしかできない――仕える貴族の令嬢に向かって、まるで手のかかる妹のようでかわいらしいとは、口が裂けてもいえない。

　なにせセラフィナには、彼女が三つのころから仕えているのだ。

　ルチアが七歳のころ、母が亡くなった。

　それまでルチアは港町アルデロではなく、内陸部にある農村で母とふたりで暮らしていた。そこの領主は薬師に目をかけており、農作物のかたわら薬草を育てて暮らすひとびとがいた。

　そこに混じり、日々を送っていたのだ。

　亡くなった母は、過去にバサル公爵家に縁があるようだった。

　母は亡くなる直前、幼いルチアに手紙を残した。もしもひとりになったら、これを持ってバサル家を訪ねるように、と。

　元々母は農村の生まれではなく、親類もないルチアは天涯孤独となってしまった。

　幼くとも農村で働くことはできるが、誰もルチアを引き取ろうと前に出てはくれない。

　だからルチアは港町アルデロに向かうことにした。

　アルデロまでは距離があったが、農作物を輸送する馬車に乗せてもらうことができた。帰りのことは考えておらず、当時のルチアにそこまでの思慮はなかった。

　道を進むなか、母に似た赤毛を見ては涙をこぼし、同世代の子が母親に叱られる姿を見てはうつむいていた。

　市場の片隅で馬車を降りたルチアは、運がよかった。

　ルチアが道を尋ねた相手が、バサル家の関係者だったのだ。

　セラフィナの父、バサル家当主であるシッチェス・バサル。

　彼は身体を壊しがちで、当時別宅でひとり療養生活をしていた。客の引きはじめた市場は喧噪が落ち着き、散歩するには最適だったという。

　やさしそうな顔をしていたから、ルチアは彼に手紙を差し出した。

「おじさん、このおうち知ってる？」

　驚きに目を見開くシッチェスの表情の意味を、そのときのルチアはわかっていなかった――そこに書かれた宛名は、彼の名前だったのだ。

　シッチェスはとてもいいひとだった。

　市場にあるカフェテラスでルチアに食事をさせてくれて、それから家に連れて帰って面倒を見てくれた。

　そして連れてこられたバサル家には、三歳になったセラフィナがいた。

　セラフィナの遊び相手としてバサル公爵家に入り、ルチアはやがて侍女として働くようになり――暮らした農村での記憶は、とても薄いものになっていた。

　母の遺したペンダントだけが、ルチアの幼少時代の証しだった。

「どうしたものだかなぁ」

　ため息をつきながらフランシスは部屋を出ていき、残された侍女三人も、おなじくため息をついていた。

　セラフィナはどれだけなだめすかしても、アンドラデのこととなると話を聞こうとしない。

　ここまでへそを曲げたことはこれまでにはなく、侍女三人はひたいを突き合わせ、こそこそと「まさか誰か好きなひとでもいるのか」とため息を落とし続けていた。

　花嫁衣装の仮縫いだけでも、と仕立屋からやってくるお針子は毎回、セラフィナに会うこともできずに帰っていく。

　毎回体調不良を理由に帰ってもらっているが、いいかげんそうもいっていられない――バサル家の令嬢が婚姻に難色をしめしている、というような噂が流れでもしたら大変だ。

　なんとかできないだろうか。

　日が落ち、自室に下がる頃合いになっても、ルチアはセラフィナのそばについていた。

　セラフィナの食欲がめっきり落ちていて、屋敷の誰もが気を揉んでいた。

「お嬢さま、料理長が特別にこしらえてくれました」

　好物をつくっても残すことが増えていくセラフィナのことを、料理長も心配していた。その日も料理長は、セラフィナがよろこびそうなデザートを用意してくれていた。

「……いらない」

「冷たくして食べると、とくにおいしいんですって。さっぱりしているそうですから、ぜひ試してください」

「いらない。おいしいなら、ルチアが食べて」

　ほかの侍女たちも、横からなだめすかす――だがセラフィナは食べようとしなかった。

　侍女三人で頭を悩ませていると、セラフィナの部屋を訪ねくるものがあった。

　叩かれた扉を侍女のひとりが開くと、そこに立っていたのはフランシスだ。

「大旦那さま、どうされましたか……なにかありましたか？」

　この時間にセラフィナの私室に現れるなど、覚えている限り前例がなかった。

「おじいさま？　どうかしたの？」

「いや、ちょっとな」

　一大事でも起きたのか、と背中に冷たいものが流れたルチアをよそに、フランシスは部屋に入るとセラフィナの向かいに置かれた長椅子に腰を下ろした。

「なあルチア、セラフィナのために働いてくれるか？」

「えっ」

　セラフィナにではなく、ルチアへの声だ。

　出し抜けの質問に、ルチアは戸惑っていた。

　フランシスの訪問は異例であり、その問いかけもまた、異例に感じられる。

　なにかあるのだ――フランシスの浮かべた笑顔を、ルチアは怖いと感じていた。

「わ……私になにかできるのでしょうか」

「おじいさま、ルチアと話があるなら、べつの部屋にして」

「セラフィナ、おまえも聞きなさい――おまえたちも」

　フランシスはほかの侍女たちにも声をかけた。

　有無をいわさぬ強い声で、ルチアは胸からこみ上げてくる不安を必死に押し留めていた。

「我が息子、シッチェスがいるだろう」

　当然知っている。ルチアの恩人であり、セラフィナの父。現在は別宅で暮らしているが、シッチェス・バサルは現当主だ。

　現在は表立った席にもほとんど出てこず、シッチェスの父であるフランシス・バサルが代行として当主の責務を負っている。

　シッチェスの病状が悪化しているという声と、ひとりでのんきに暮らしているという声、それぞれをルチアは聞いていた。

　バサル家の長子だが、セラフィナの母に当たる奥方が亡くなって以降、あらたな妻を娶っていない。シッチェスの弟が妻との間に成した男子が、次代のバサル公爵になる予定だった。

「昔シッチェスは、町にいた娘と親しくなったことがある」

「……お父さまが？」

　目を剥いたのはセラフィナだった。

「シッチェスは身分を隠して娘と一緒にいたが、ちょっとしたことで明るみに出たらしい。それで娘は姿をくらました」

「おじいさま、それが私となんの関係が」

「その娘は母親になっていたんだ。シッチェスとの子だ。まあ責めるつもりはないよ、結婚前の話だしな」

「やめておじいさま！　なんの話をしているの？」

　セラフィナにすればおぞましい話なのだろう、我が身を抱きしめるようにしている。

　ルチアはその肩にストールをかけようとしながら、胸の鼓動がはやくなるのを覚えていた。

　――聞きたくない。

　――立ち入った話なら、人払いをすればいいのに。

「わしらは知らなかった。だがその母親は……亡くなってしまってな。シッチェスとの子がひとり取り残されてしまった」

　指先がふるえた。

　ストールをにぎりしめ、ルチアはフランシスの顔を食い入るように見つめる。

　依然フランシスの顔には笑顔が張りついている。

「もう十年ほど前になるが、その子は母親からの手紙を持って現れたよ。自分の出自を知らんようだったから、追い払うのはかんたんなことだったが、シッチェスがそれをいやがってな」

　ストールが手から落ちる。ルチアは舌が口のなかでふくれたような感覚に息苦しくなっていく。

「ルチア、いままで黙っていてすまなかったな。母親はともかく、おまえにもバサル家の血が流れている――セラフィナに変わって、アンドラデに嫁いでくれ」







　びっくりしすぎて、ルチアはこまかい記憶が飛んでしまっている。

　両家での取り決めは、バサル家の女子がアンドラデ家に嫁ぐ、というもの。

　もし女子が生まれていなければ、次の代に持ち越そうという話だった。

　ようはバサル家の女子であればいいのだ。

　ルチアでもセラフィナでも、どちらでも違えることにならない――驚いたままルチアは花嫁衣装の仮縫いをし、仕立ててもらい、気がつくと婚礼の日を迎えていた。

　ほかの侍女に口止めはしていたが、通り一遍のもののようだった。いずれ発覚するだろう、とフランシスは腹を決めていた。だからひと払いがなかったのだ。

　婚礼は町全体に知らされることであり、秘密裏におこなうことではない。

　ルチアの顔もセラフィナの顔も、それぞれ知るものがいる。

　隠居同然になっている当主の、婚前の不祥事。それが白日の下にさらされることになっても、フランシスはルチアを花嫁に送り出すことを選んだ。

　――それだけフランシスは、孫娘セラフィナを愛しているのだ。

　婚礼に向かうルチアは、たくさんの見送りを受けた。

　バサル家の面々がいて、その親類がいて、駆けつけた港で働く顔もある。

　どの顔も両家の婚姻を祝福していた――ルチアの婚姻ではない。

　拒むことも逃げ出すことも、ルチアはしなかった。

　――もういないのだと思っていた肉親がいたのだ。

　婚礼に背を向けたら、肉親を自分から切り捨てることになる。

　シッチェスの娘であると知らされてから、ルチアは町にある別宅に居を移していた。

　セラフィナがどんなふうに受け取ったかも知らないし、親類筋にも紹介をされていない。侍女として仕えるなか、親類の顔は知っていた。ルチアはほんとうはひとりではなかったのだ。

　あらためて得た肉親から離れることになるが、向かうアンドラデには夫となる男性がいるのだ。

　そこでルチアは家族をつくりたかった。

　母を亡くしひとりになってから、ずっと家族がほしかった。

　花婿のひととなりを知らない不安はあったが、だからこそルチアは逃げなかった。希望は持っていようと決めていた。

　心残りがあるとすれば、せめてシッチェス――父の顔が見たかった。

　見送りのなかに、その顔はない。

　かわりに港で手を振っているセラフィナやフランシスの顔を目に焼きつけ、ルチアは暮らした場所を離れアンドラデへ嫁いだのだった。
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　やはり会うひとびとは、みな笑顔で祝福を述べてくる。

　朝にまで初夜の蜜戯をおこなったルチアは、昼前にはイヴァンに屋敷から連れ出されていた。

　イヴァンの足は、屋敷の建つ近隣の町に向かう。

　その町に住む面々に向け、ルチアは挨拶――顔見せをするのだ。

　複数の島国によって成るアンドラデ共和国には、王がいないという。

　かわりに、国の名を戴くイヴァンの家系が代表を務める――アンドラデ公と呼ばれる家系だ。

　ふさわしくないものが代表を務めることはなく、適したものがいなければ、養子を取るようになるらしい。

　イヴァンが一目置かれている空気を察することはできたが、誰も彼もがうやうやしく彼を扱うわけではなかった。

　とりわけちいさい子たちは遠慮がなく、イヴァンによくなついている。イヴァンも邪険にせず、慣れた様子で子供に対応していた。

　披露宴をおこなった場所とはべつの広場で、近隣住人にルチアたちは囲まれていた。

「奥さま、さぁこちらへ」

　嵐のような祝辞が終わると、ルチアは老女に招かれ、近くに立てられていた天幕にある席に着いた。木製の長いテーブルと、それを囲む丸椅子がたくさん置かれていた。

　春とはいえ日差しは強い。それがさえぎられると、急に空気が冷たく感じられる。

　ほっとしたのも束の間、気がつけばそこには女衆が集まっていた。

　そうとなると、否応なしにルチアは緊張させられた。

　ここでするのは、のんきなお茶会ではない。

　――品定めをされるのだ。

　和気藹々と女衆がとなり合った顔と話している姿が怖い。なにか自分に関することでも囁き合っている気がする。

「どうぞ、奥さま」

　ルチアは姿勢を正し、運ばれたお茶を受け取った。

「ありがとうございます、いただきます」

「イヴァンさまに結婚早々連れ出されて大変でしょう。このあたりのことはご存じですか？」

「果樹園が見事だということは聞いて――」

　ルチアの言葉はそこで途切れた。

「きゃあっ」

　大きな悲鳴と、背中になにかが当たる衝撃に、ルチアは舌を噛みそうになっていた。

　ついで泣き声が上がる――それもルチアの真後ろで。

「ちょっとなにやってんの！」

　なにか起きたのだということは、目で確かめなくてもわかった。

「奥さま申しわけありません！」

　自分になにか起きている。

　衝撃を感じた背中のあたりが、もったりと重くなっていた。まるで濡れたようになっていく。じわりと冷たくもなってきていて、上がった幼い泣き声は、しくしくとすすり泣くものに変わっていた。

　ルチアはおそるおそる振り返る。

　泣きじゃくるちいさな女の子と、そこに散乱する空のカップとトレイ。そして黒く濡れた地面があった。あたりにむっと立ちこめる甘酸っぱいかおりは、なにか果実のものだろうか。

　背中に感じる冷たさは、そこにあったものがかかったのだろう。

「大丈夫？　怪我してない？」

　女の子に手をのばすと、すなおにルチアにつかまってきた。

「ごめんだざあい」

　謝る少女は、ひざをすりむいていた。

　ひざも顔も真っ赤になっており、ルチアが抱き上げると謝りながらしがみついてくる。

「怒ってなんかいないわ。運んでくれたの？　ありがとうね」

　女の子はむにゃむにゃと口のなかで、不明瞭なことを訴えていた。

　訊き返そうとしたルチアだが、母親と思しき女性が血相を変えて走ってくる姿に気がついた。

「なにやってるの！　飲みものいじらないでってあれほど……！」

「ごめんなざあああ……ああああ！」

　絶叫する女の子の声でルチアの耳がキンとする。

　叫びと泣き声の合間、母親にまわりが説明をしていく声が切れ切れに聞こえてきた。

「丸々見えてたんだけど、転んでトレイを」

「奥さまの背中に」

「びしょびしょ」

「放り出して」

「しみ抜きしてもあれは」

「難しいだろうねぇ」

　そうか、しみ抜きをしても取れそうにないしみが、いま背中にできているのか――ルチアは抱えた女の子の体温に汗ばみながら苦笑する。

　どうやらべつの場所で用意していた果汁を、女の子が独断で持ち出したようだ。

　あくまで事故だ。

　男衆まで集まりはじめ、ルチアはがっちりと女衆に周囲をかためられた。

　背中が衆目にさらされないようにしてくれているようだが、ルチアとしては、これ幸いと品定めの席から逃げ出してしまいたくなっていた。

「どうした？」

　イヴァンがやってきて、やっと女衆の壁が崩れていく。

「こりゃすごい」

　背中を見るなり、つくづくといった声を彼は出した。

「オレンジの果汁か？　ああ……まあこれはしかたないよ」

　事情を聞きながら、イヴァンは自分の上着を脱いでルチアの肩に着せてきた。

「あ……あなたの服に」

「これなら平気だよ」

　イヴァンの上着は黒だった。しかしルチアのドレスは上着もブラウスも白や水色だ。

　女の子は泣き止んできていたが、ルチアに抱きついたままだった。真っ青になった母親が引き取ろうとするが、断固として手を離さない。

「叱られるの、本人がわかってるからねぇ」

　誰かのつぶやきが聞こえ、ルチアは苦笑するしかなかった。

　今度は血相を変えた男性が、近くにあった建物から駆け出してきた。

　おとうさん、と女の子がつぶやき手を振るが、そのあわてた様子に怯んだようだ。やはりルチアにしっかりしがみつき、もう顔を上げようともしない。

　もうためしにでもしみ抜きをしてみる、という時間は過ぎ、ルチアは女の子を抱えて歩きはじめた。

「気持ちがほぐれるまで、ちょっとあたりを歩いてきます」

「そんな、奥さますみません、ああ、どうしようあなた」

　あわてふためく夫婦の相手はイヴァンに任せ、ルチアはひとの少ない道に進んでいく。

「すてきな眺めの場所があったら教えて」

「すてき？」

「あなたの好きな場所」

「あっち」

　女の子はなだらなかのぼり坂のほうを指さした。

「なにがあるの？」

　ゆっくり歩くうちに、女の子はルチアにしがみつく力を緩めていった。

「いいにおいがするんだよ」

「そうなの？　楽しみ」

　ほどなく煉瓦づくりの建物が集中している一角に差しかかった。

　彼女のいう、いいにおいというのはすぐわかった。

「おいしそうなにおい」

「でしょ？　だいすき！」

　建っているのは食堂のようだ、料理のにおいがあたりに漂っている。

　女の子がルチアの腕から降りた。まだ身体はちいさいが、ずっと抱えていた腕が疲れてしまっている。

　楽しそうな足取りで進む女の子の後に続きながら、ルチアは歩いてきた道を振り返った。

　一本道だから迷うことはないだろう。なにより、イヴァンがやってくるのが見えた。その背後には女の子の両親が続いており、彼女の楽しい時間はそろそろお預けになりそうだった。

「奥さま、申しわけ――」

「いいの！　これ以上謝らないでください」

　ルチアがさえぎったところで、夫婦の顔色がよくなることもない。

「俺たちはここで」

　イヴァンが助け船を出してくれた。

　水掛け論を続けるのも詮なく、一度挨拶にまわること自体を仕切り直したほうがいい。

　道の先から引き返してきた女の子が両親を見つけ、短い悲鳴を上げていた。

　女の子が逃げていく――彼女の両親が追いかけはじめ、ルチアはイヴァンとそれを見送った。

「ルチア、こっちからいこうか」

「いいんですか？」

　ルチアは町のひとびとが集まってくれていた広場のほうを指さした。別れをいったほうが、とも思うが、イヴァンは首を振った。

「日をあらためるって話してある。みんながしみ抜きをためしたがってるみたいだけど、ルチアは戻りたい？」

「そんなにひどい……？」

「……残念ながら」

　ずっと愛用してきた服だ。

　がっかりしそうになるが、事故だから、と自分にいい聞かせる。

　道はなだらかな坂から傾斜のきついものになっていき、人家が消えていった。

　それがふたたびなだらかになったと思うと、視界が開けて眺めがよくなった――のぼり切ったのだ。

「ここが、この島で一番高い場所かな」

「いい眺め……！」

　潮風に前髪が揺れる。丘のてっぺんからは、海を望むことができた。

　そちらの方向には小島がちらほら確認でき、陽光を照り返した海面がきらきらと輝いている。それはいつ見ても美しい景色だろう。港町アルデロで眺めた海も美しかった。アンドラデから望む海も美しい――ルチアは笑顔になっていた。

　小指の爪ほどの大きさで、海を横切る船があった。

　黒い影のようにも見えて、ここからではそれが海軍のものか、その庇護下のものか、海賊船なのか区別はつかなかった。

　元来アルデロは中立の立場のはずだったのだ。

　海賊船の乗組員が立ち寄っても、捕縛されることはない――それが最近は変わりはじめていた。

　おたがい不可侵とする協定が結ばれているが、それは来年で終了することになっている。

　更新するという話はいっさい聞いていない。

　協定が更新されるという話が出ないのは、海軍が如実に力をつけてきたからだと噂では語られていた。最新鋭の軍艦が建造中であり、進水のあかつきにはどれだけの武力を持つことになるのか。ルチアには想像もできなかった。

　近海に現れるいくつかの海賊は、無血を貫いていた。

　通りかかる商船などから積み荷を要求するのみで、生命を奪わない――奪われるほどの抵抗を、商船もこころみたりしないのだろう。

　海軍から旗を与えられている商船も、いまのところ分け隔てなく被害に遭っているそうだ。

　物資を強奪するだけでは生きていけない。物資の補給に、どうしても港町アルデロに立ち寄る必要が出る。最近では、海賊の下っ端だけがアルデロに上陸する状態が続いている。海軍との関係が影響しているのか、過去に比べ彼らは疲弊しけんかっ早くなっているそうだ。

　イヴァンの手が腕にふれてきて、ルチアはそちらを見た。

　彼についている嘘のことを思うと、胸のなかが重苦しくなる。誰かに嘘をつくことに慣れていない。

　いつか打ち明けられるだろうか。

「明日からも、何人か挨拶にいかないといけない。しばらく忙しいけど」

「……はい、大丈夫です」

　彼の声にはいたわりが満ちている。

　まだ夫婦になって一日目だ――だがルチアは、そのいたわりを失いたくなくなっていた。
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　一日に一軒――訪問した有力者たちの屋敷では、どこでもふたりは歓迎され、最初から強い酒が用意されていた。

「イヴァン、奥方！　祝いごとには酒だろう！」

　喜色満面で有力者のひとり――アーロンは鼻歌まじりに酒をグラスに注いでいった。訪ねたどの有力者も年齢がかなり上だ。イヴァンのことを子供時代から知っているせいか、若輩扱いを隠さないし、かわいがってくれているようだった。

　毎日ひとりずつ有力者を訪ねて歩き、今日で五日目、最後だという。

　イヴァンの屋敷から遠い順に訪ねており、最初は馬車を出したが、今日は徒歩の距離である。

　乾杯をし、イヴァンとアーロンはグラスをあおった。

　ルチアとアーロンの細君であるソニアは、そっとくちびるをつけただけである。鼻を近づけただけできつい酒だとわかった。

　到着し乾杯をした段階で、ルチアはソニアに腕を引かれて席を立っていた。

「あそこにいたら、そのうちお酒を飲む羽目になるわ」

　おなじ耳打ちを、どの有力者のもとでも受けていた。彼らの細君が助言してくれるのだ。細君たちはそれぞれ、庭やアトリエや書斎にルチアを連れて避難してくれた。

「料理はする？」

「かんたんなものでしたら」

　アーロンもソニアも、六十近い年齢のようだ。祖母といっていいほどの年齢差があるためか、どことなく気易い。彼女との時間は、ルチアにとって緊張が少なかった。

　屋敷の厨房に通され、大きな作業台に用意された食材に目を瞠る。下ごしらえはすんでいるというが、大宴会のような分量だ。

　厨房の窓の外、全身を茶色い毛で覆われた犬がときどき駆け抜けていく。

「うちで飼ってる犬よ。お客さんがいてうれしいの」

「名前は？」

「つけてないわ。変に情が移ると、お別れのときつらいから」

　慣れた様子のソニアの手で、下ごしらえのすんでいる料理が順次仕上がっていく。

「料理人は朝と昼だけ頼んでる。夜は私が料理するの――貴族の家からしたら、信じられないでしょうけど。今日はあなたたちがきてくれるっていうから、はりきっちゃったわ」

「これを全部奥さまが？」

「そうよ！　あっちはお酒で楽しんでもらって、こっちは果物をいただきましょうか」

　ソニアはすべて自分で仕上げるつもりだったようだが、横からルチアが手伝っても止めてこなかった。

　バサル公爵家で暮らしていたときには、ときおり厨房を手伝うことがあった。ふだんの仕事と違うことをするのは緊張したが、楽しいものだった。

　料理の合間に、甘く煮こんだ果物を口に運ぶ。そちらもソニア手ずからつくったもので、ルチアはとくに柑橘にシナモンを合わせた、わずかに苦みの残る味を気に入っていた。

　つくる料理は量が多かったが、運ぶたびに食堂で酒を手にする人数が増えていた。すでにルチアがイヴァンとともに訪れたことのある有力者たちが、ひとりふたりとアーロン邸を訪ねてきていたのだ。

　彼らにしてみれば、イヴァン夫妻が今日アーロンを訪ねることは予想がつく。だがそれを見越して料理をつくっていたソニアに、ルチアは驚かされていた。

「おお！　俺の太陽！　みんなにうまいものを振る舞ってやってくれ！」

　アーロンは上機嫌で、臆面もなくソニアを太陽と呼んだ――この海一帯で暮らす恋人たちの慣例だ。愛するひとを太陽と呼ぶのだ。

「人前でなんです、太陽って呼ばれてはしゃぐ歳じゃないわ！」

　突っぱねるようなことを口にするが、ソニアはまんざらでもない様子だった。

「いいなぁ、俺も料理のうまい太陽がほしいな」

　有力者のひとりがつぶやく。

「いるじゃないか、おまえにはおまえの最高の太陽が」

「まあな。でもうちの太陽は日差しが強烈で、いつか焼き殺されそうなんだよ」

　酒か照れか、有力者たちは顔を真っ赤にしていたが、イヴァンは平然とした様子だった。

　ソニアが水差し片手に有力者たちをまわるなか、彼は席を立つ。イヴァンの目配せを受け、ルチアは廊下に出た。

　食堂ではみな声が大きくなり、にぎやかな酒宴となっている。

「たくさん飲んでるけど、みなさん大丈夫かしら」

「みんないつもああなんだ。俺は今日は飲まないようにしてる……ルチア、ほどほどのところで帰るよ」

　耳に口を寄せてていないと、盛り上がる彼らの大きな声でなにも聞こえない。

「みなさんといなくていいの？」

　至近距離にあるイヴァンの鼻先が、ルチアのほおに当たっている。

「挨拶自体はすんでる、平気だよ。みんな理由を見つけては飲みたがるんだ」

　ルチアは返事ができなかった。

　イヴァンのくちびるが重ねられ、舌が差しこまれる。

　こんなところで――抵抗しそうになったが、ルチアの舌は彼にこたえてしまっていた。

「う……んっ」

　壁を背に押さえこまれ腰を抱きしめられ、ルチアはされるがままになっていた。

　イヴァンの舌に上顎を刺激され、ルチアは腰の奥からぞわぞわと熱いものがこみ上げてきた。

　情欲で潤いかけていることを悟り、ルチアは強く彼の胸を押す。

「だ、駄目……」

「……挨拶まわりで、全然ルチアとゆっくりできないでいるから」

　挨拶まわりのせいで、毎夜帰りは遅くなっていた。ふたりは帰宅するとすぐ、寝室で気を失うように眠っていたのだ。

「だからって、よそで……こんな」

「ルチア、いいにおいがしてる」

　耳元で音を立ててくちづけ、イヴァンは食堂に戻っていった。

　ほおに手を当てるとひどく熱くなっていた。胸までも熱い――身体を寄り添わせたイヴァンの身体が、猛っていたことに気がついていた。

　いつまでも廊下にいるわけにいかずルチアも食堂に戻ろうとすると、使った食器を使用人が運び出すところだった。

　ソニアも廊下に出てきて、ルチアを見て心配そうな顔をする。

「やだ、顔が赤いわ」

「……わ、私もお酒をいただいていたので」

　乾杯したときの一舐めだけだったが、ソニアは納得したようだった。

「男衆につき合って飲むことないわ。イヴァン、そろそろ帰るっていってたから、厨房のほうのドアのところで待ってましょう」

　ふたりで厨房に向かう。運びこまれた食器を、使用人が水につけているところだった。

「今日はもういいわ。ありがとう」

　ソニアが声をかけると、使用人はお辞儀をして出ていく。

　ふたりになると、ソニアは低く話しはじめた。

「イヴァンの家族のことは？」

「……お恥ずかしい話、なにも知らない状態で嫁いでまいりました」

「そう。でも結婚じゃそういうのはめずらしい話じゃないから」

　屋敷には使用人と、イヴァンとルチアのみが暮らしている。肉親について尋ねたところ、亡くなった、とイヴァンは短くこたえただけだった。彼の声から、それがふれられたくない種類の話題なのだと予測できた。

「アンドラデには王さまがいないでしょ？　平たくいうと、優秀な家の優秀な子を代表に据えてきてるの。いまはイヴァン。でもその前に、アンドラデ公の席をほしがる連中で争いごとになったの――イヴァンの兄さんたちが、親戚と刃物を持ち出すような状態になって」

　ルチアは声を失っていた。

「イヴァンが十二かそのぐらいのときだったわ。乱闘になって……あの子の兄さんたちと親戚たちが、一晩でいなくなった」

「乱闘……誰も止められなかったんでしょうか？」

「止めようとしたひとも、巻きこまれて散々な状態だったの」

　窓の向こうを見つめていたソニアは、なにかを思い起こすような目をしていた。

「……今度はお酒なしでゆっくり話したいわ」

　それはアーロンたちがいない席で、ということか。微笑むようこころがけ、ルチアがうなずいたとき、食堂からやってきたイヴァンが顔をのぞかせた。

「うまく出てこられた？」

　ソニアは厨房にあるドアの鍵を開け、そのまま開く。犬の姿はなく、涼しい風が入ってきた。

「手洗いって断って出てきた――ルチア、お待たせ」

「ううん、大丈夫」

「こんなところから帰すなんてごめんなさいね。また今度、ゆっくり話しましょう」

「はい、ありがとうございます」

　すっかりおもては暗くなっていた。

　月も星も充分道を照らすほど出ており、食堂の窓から見えない道を選んで進んだ。

　夜空の光を頼りにしても、少し木々の生い茂る場所に入ると心許なくなる。

　道に疎いルチアは、イヴァンに手を引かれるまま歩いた。しっかりと指を絡めたイヴァンが、二股になった道で肩越しに振り返る。

「左にいってもいいかな」

　うなずくが、左右の道での違いはわからない。

「ちょっと遠回りなんだ」

　ルチアとしては歓迎だった――彼と長く手をつないでいられる。

　ほおだけでなく、耳まで熱くなってきた。

　彼のことを考えているだけで、胸が甘くなるようになっていた――嫁いでまだ一週間ほどなのに。

「ルチア、あそこ」

　イヴァンが指さしたのは、道の先にある、鬱蒼とした木々ででき上がった暗がりだった。

「昔教会の鐘を交換したことがあって、古いほうの鐘をここに置いてるんだ」

「交換したの？　珍しいことがあるのね」

「何代か前のアンドラデ公が、海に沈んだ貨物船を見つけたんだ。潜って積み荷を回収して、一儲けした」

「それで、鐘を……？」

「そう。ちょっとは寄付してくれ、って教会に詰め寄られたんだそうだよ。金銭だと癪だから、鐘を贈呈したらしい」

　木々の枝葉で光がさえぎられているが、そこにはたしかに鐘らしきものが置かれていた。明るいときに訪れたくなる。

「昼にきたら、鐘のかたちがはっきりわかるよね」

　イヴァンがゆっくり前に進むので、暗がりにルチアもそっと足を踏み入れてみた。暗がりともなると、少し怖くなってくるものだった。

「苔とか蔦なんかで覆われてるんだ」

　手をつないでいるイヴァンが足を止め、ルチアを引き寄せた。

「昼だと、ここは誰がくるかわからないから」

「そうなの？」

「……ここ、恋人同士でくる場所なんだ」

　彼のくちびるをひたいに感じ、ルチアは目を閉じた。

「ここで愛を誓うと、永遠に結ばれるって話がある」

　抱きしめてくる彼の力が強くなり、ルチアは瞑目したまま彼の胸にひたいを埋めた。

　永遠に、この温かい胸がルチアを抱きしめてくれる。

　うっとりする想像だった。

　彼の腕のなかにいると、真っ暗でも怖くない。

　――でも私は。

　胸に埋めていた顔を上げると、イヴァンのくちびるが重なった。

　――私はイヴァンに嘘を。

　ルチアのくちびるを舌で割った彼のくちづけは、すべてを味わい尽くそうとするかのようだった。じっくりとイヴァンに舌を吸い上げられ、漏れ出る吐息で蕩けてしまいそうになっている。

　紙一枚差しこむほどの隙間もなく胸と胸を合わせているルチアは、彼の下腹部が身を起こしていることに気がついていた。

「イヴァン、か……帰りましょう」

「……こらえられない」

　ルチアの腰を抱き、イヴァンはその部分を押しつけるように動いた。

「だって……もしも、誰かがきたら……」

「それ、誰もこなければいいってことだろ？」

　腰を抱いていたイヴァンの両手が、じわりと下方に降りていく。

「はじめての夜から、ルチアの肌が忘れられない」

　左右の臀部を、イヴァンの手のひらがそれぞれ包みこむ。指が強弱をつけて動き、ルチアの腰はぴくりと反応していた。

「ルチアのこと、ほしくなるんだ。ここのところ夜遅くて……抱けなくて、朝にって思っても先に起き出してるし」

　振る舞われる酒のせいで、イヴァンは起きる時間が少し遅かった。ルチアが様子を見にいくと、明るい寝室でイヴァンはじっとりとした目を向けてきていたのだ。

「俺だけが、ほしくなってるのかな」

　もう彼の情欲は止められない状態になっていた。

「ん……っ、駄目……だって、おもてで……そんな」

「万一誰かがきても、先客がいたら遠慮してくれるよ」

　イヴァンの指は臀部のやわらかい肉を揉みしだき、ゆっくり左右に開くような動きをする。

「ルチア、いま愛を交わしていい？」

「う、ぅん……っ」

　拒まなければ――そう思うのに、くちづけてイヴァンはなにもいわせてくれない。

「……ふ、う……」

　舌先をなぞられ、ルチアは応じてしまった。彼と舌を絡め、たどたどしくくちびるを動かす。

　耳を澄ませる。かすかな風に揺れる葉のすれる音が聞こえるが、心配するような、誰かが潜んでいるような気配も物音もなかった。

　くちびるが解放され、ルチアは彼の腕から離れる。

　鼓動がはやくなっているルチアの前で、イヴァンは自分の下腹部に手をやっていた。暗がりにいるせいで、はっきりと見えるわけではない。

　それでも彼が自分の張り詰めた下腹部を、獣欲に突き動かされるまま解放しようとしているのがわかった。

「ルチア……こっちにきて」

　うっすらとした明かりのなか、抜き出された猛りの輪郭が浮かんでいる。

　はちきれそうになった彼の淫欲は、ルチアの体内に淫欲の火を灯していた。ベッドでイヴァンに与えられた、柔肉が押し開かれる感覚を思い出してしまっている。

　彼に手を取られ、導かれるまま片手で屹立をにぎりこんだ。

　イヴァンが低く息を吐く。

「すごく……イヴァン、かたく……なってる」

　当たり前のことだったが、ルチアの声は上擦っていた。

　初夜の床以来、肌を重ねられていない。ルチアは彼がほしくなっている。彼の性がいきり立ち、強固にルチアの柔肉を求めていると知ってうれしい。

「ルチアは……？」

　暗くて視野がきかないなか、イヴァンがスカートをたくし上げていく。思わずきつく双脚を閉じたが、その間に夜気のなかルチアの素肌が剥き出しになっていった。

　指が太腿にふれ、それから中央に滑っていく。

「や……ぁあ……っ」

　下履きの内側を確かめようというイヴァンの手は、性急で少し乱暴だった。

「う――ぁ、あん……っ」

　下生えに守られた、ルチアの敏感な亀裂に長い指が侵入する。腰が跳ねるほどの快感が走って、ルチアはとっさにイヴァンに抱きついた。

「ここ？　ルチア……教えて」

「やっ……だ、め……ぇ！　そこ、や……ぁ、う……っ」

「蕾がいい？　かわいいな」

　敏感な部位を刺激され、ルチアはイヴァンのシャツを噛んだ。

「……ふ、ぅ……うん……っ、ん……」

　指の腹でルチアは蕾を愛撫され、頭がぼうっとしてきていた。

「ルチア……よく濡れてる。どんどん溢れてきて……指がよく滑るようになってきたよ」

「んっう……うぅ……っん」

　腰全体がじわりと重くなっていた。目を閉じ、イヴァンに身を預けるようにし、ルチアは指先の動きに集中した。それ以外のことが、頭から消えていってしまう。

「ん！　うぅ……う、ん……！」

　大きく身体が跳ねた。

　臀部と爪先に力をこめ、身体を駆け抜けるものをこらえる――ルチアはイヴァンの指で達し、意識を朦朧とさせていった。

「木に手をついて、前屈みで」

　イヴァンの声がやさしく囁きかけてくる。

　彼の声をもっと聞きたい――ルチアは彼に気持ちを寄せはじめている。見ず知らずの相手だったが、嫁いだ相手がイヴァンでよかった。

「そのまま……ルチア、俺も」

「……あ……あぁ……っ」

　ぼんやりしていた意識が明瞭になる。

　朦朧とする間にルチアは木に手をつき、背後に立つ彼に腰を差し出していた。

　すでに彼の思うままになっている――剥き出しになった秘所を後ろから貫かれていく。

　一度達しているルチアの性感は、侵入してくる肉茎にひどく悦んでいた。

「あ――ぁあっ、あっ、や、ぁあっ」

　イヴァンの情熱が、奥深いところまでこすり上げていく。

　はじめての夜にはこんな快感はなかった。彼の淫欲に引きずられているのか、ルチアの身体は淫らになっていっている。

「いや、イヴァン……っ、だめぇ、あ……あぅ……んっ」

　イヴァンとルチアの吐息のなかでも、ぬちゅぬちゅと耳を覆いたくなる音が聞こえる。交わっている音だ――ルチアが悦んでいる証しでもあった。

「こんな、あぅ……っ身体、おかしく……っ」

　彼の腰が打ちつけられるたびに、ルチアの意識が高いところに押し上げられていくようだった。

　その先でどうなるのかわからない。

　後ろから腰を抱えこんだイヴァンの猛攻が、ひたすら激しさを増していく。ルチアの淫肉は、彼の猛りがさらに硬度を増していることを教えてくれていた。

「気持ち、いい……っ」

　口走ったそれは本心だ。

　イヴァンにえぐられ、ルチアのなかで臀部を差し出していることへの羞恥は、もう吹き飛んでしまっている。

「ルチア……俺も、すごくいい……！」

　打ちつけてくるイヴァンの腰が止まり、うめく声が降ってくる。

　淫道で蛇がのたうつように、彼が精を吐き出している。びくりびくりとした感触は、ルチアの胸を温かくしてくれた。

　イヴァンが腰を引くと、力をなくしていても長大なそれが抜け落ちていく。淫水の飛沫がルチアの内股に残された。

「俺……ルチアのこと」

　ちいさな声が聞こえ、ルチアは彼を振り返った。

　暗がりのなか、彼の輪郭が見える――表情はうかがえない。

「イヴァン？」

「なんでもない。ルチア、帰ろうか」

　ルチアを抱きしめ、イヴァンは耳元にくちびるを寄せてきた。

「……帰ってからも、ルチアのこと抱きしめていい？」

　返答のかわりに、ルチアは彼の顎先と思しき場所を狙って、軽く噛みついた――狙いは当たり、イヴァンの笑う声が聞こえてきていた。
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　結婚からひとつきほどが経つと、イヴァンへの来客が多く、一日がその対応で追われることが多いのだと理解できた。

　来客はそれぞれが問題を抱えてやってきて、イヴァン――アンドラデ公に相談していく。

　ルチアはその席にはつかず、しかし相談の場が一定でないためか、小耳に挟んでしまうことがあった。

　応接間で話すこともあれば、中庭や食堂に移ることもある。喧嘩の仲裁にかけつけた子供たちの対応は、即座に玄関ポーチでおこなわれていた。

　税や土地の問題、繁忙期に向けた調整について、ルチアの耳に入るだけでも多岐に渡り、入ってこない深刻なものもあるのだろうと察せられる。

　すべてに対応しなければならないイヴァンは、よく食べよく眠り、頻繁にルチアの肌を求めた。

　こうしていると安心する――そういって抱きしめてくる彼の体温に、ルチアもまた安心していた。

　心地よく、彼に思いを向けるようになっている。

　客が途切れた午後、温室に入ったイヴァンが揺り椅子でうたた寝をしている。木材と硝子とを組み合わせてつくった温室のなかは、くつろぐことに重きを置いた内装だ。揺り椅子のあたりは、しつらえられたひさしで影ができるようになっていた。

　果汁を落したお茶を用意し、ルチアは彼のもとに届けた。

　飲みものを置いて温室を出ようとしたルチアに、片目を開けたイヴァンは両手を広げた。

「ふたり用の椅子じゃないわ」

「俺がルチア専用の椅子になるよ」

　なんでもないことのようにいわれ、ルチアは笑いながら揺り椅子に寝そべった。

　ふたり用ではないが、ひとりで身体をのばすにはとても広いものだ。

　イヴァンとふたりで身体を休めると窮屈だった。だが身体がくっついて、それが気持ちよかった。

　風のない温室の日陰で目を閉じると、あっという間に睡魔に絡め取られそうになる。

　身じろごうとしたルチアの身体を抱きしめ、イヴァンはあくびをした。

「休憩は終わりだな」

「……私、もういくわ。ちょっと寝たほうが」

「あれ、奥さまは俺のことを誘ってるのかと思った」

　身を起こすと、イヴァンも起き上がろうとする。

「寝ていて」

　彼が多忙なのはわかっている。ときどきアルデロに渡り、なにやら話し合いの場に参加している。そんな日には、港で手に入る菓子などを買ってイヴァンは帰宅していた。

「休めるときに……休んでください」

　いまが忙しい時期かもしれず、これから忙しくなるのかもしれず、アンドラデでの日が浅いルチアには、それらを読み取ることができない。

「そうだな。いい子に休むから、ルチア……なにか話をしてくれる？」

「話？」

「そう。ルチアのことが知りたい」

　イヴァンの指がほおを撫で、くちびるにふれてきた。

　胸が苦しい。

　ここにいてイヴァンに求められるはずだったのは、ほんとうならセラフィナだったのだ。

「ほら、そういう顔して」

　起き上がったイヴァンに抱き寄せられ、ルチアは胸に顔を埋めた。

「ルチア、ときどき悲しそうな顔するんだよ。わかってる？」

　わかっていた。

　嘘をついていることが悲しい。

　――イヴァンのそばにいたい。

　――嘘をつかず、彼のそばに。

「私……話さなきゃいけないことが、あるの」

　ルチアから出た声は、怯えた弱いものだった。黙っていればきっとわからない。でもそれでは駄目だった。

　はげますように、彼の手が背中を撫でていく。

「あなたの婚約者は……私じゃ、ないの」

　ひたいを押しつけた彼の胸は、穏やかな呼吸をくり返している。背を撫でる強さも変わらず、ルチアは言葉を重ねていく。

「か……母さんが、若いころに……バサルの旦那さまと。それで私が……私、ずっと陸のほうにいたの。母さんが死んで、手紙……遺してて」

　舌がもつれてくる。深呼吸をした。イヴァンの身体からは、ルチアを落ち着かせてくれるかおりがしている。ルチアはこのかおりが好きだった。失いたくない。

「ひとりになって、手紙を……バサルに届けたの。そのままセラフィナお嬢さまの侍女になって……自分がバサルの血を引いてるって、そんなの――嫁ぐ直前まで、ずっと知らなかった」

　背中を撫でる手が止まり、両腕で抱きすくめられた。わっと泣き出してしまいたくなるのを、すんでのところでこらえる。

「お嬢さまが、まだ結婚の気構えが……できなくて、それで、それで……大旦那さまが、私に」

　イヴァンは怒っただろうか。

　正当な貴族の娘との婚姻ではなく、がっかりしただろうか。

　――嫌われてしまっただろうか。

「ルチアは」

　囁く声が聞こえ、ルチアは身を強張らせた。

「俺と結婚したの、いやだったか？」

　首を振る。胸に抱えられたルチアは、髪の毛をぐしゃぐしゃにしながら首を振っていた。

「俺も、話しておかないとな」

　ルチアが身をかたくすると、イヴァンの頭がほおずりをするように動いた。

「もう、かなりの勢いでその話は広まってるんだ――アルデロで、知らないひとはいないんじゃないかな」

　頭のなかが真っ白になる。

　なにかをこたえるより先に、イヴァンの声が続けられた。

「その、いい方がひどいけど……妾腹の子を嫁がせたって」

　胸がぎゅっと締めつけられる。苦しくなったルチアは、大きく肩を上下させて息をした。

「ときどき俺も……俺以外でも、アルデロにいくだろ？　結婚して早々に、その話は耳に入ってたんだ。黙ってて……ごめん」

　ルチアは首を振る。

　イヴァンがあやまることなどなにもないのだ。

「わ、私も……黙ってて、ご……ごめ、ごめんなさ……」

「ルチアは悪くない。それに……俺、前からルチアのこと知ってた」

　耳を疑い、ルチアは顔を上げていた。

　間近にあるイヴァンの瞳が、やさしげにほそめられている。

「何年か前に、やっぱりアルデロで見かけてた」

　ひたいにくちづけを受けると、ルチアの視界は潤んでいく。

「市で買いものをしてたら、子供同士が喧嘩して、仲裁に入ってたのを見かけた」

「……ああ……」

　何年前のことだろう、市に出かけたときだった。

　些細なことで喧嘩をはじめた幼い兄弟の間に、仲裁で割って入ったことがある。

　声を荒げる兄弟に負けじと声を張り上げ、最終的にルチアは弟を抱えて引き剥がしたりしていた。おにいちゃんのばか、おまえがばか――なじり合うふたりから、原因を聞き出すことはできなかった。

　それなりの騒ぎになっており、ルチアはその件のせいで、市で働くものたちに顔を覚えられてしまったのだ。

　子供の喧嘩だからいいものの、おとなの喧嘩には首をつっこむなよ――青果を扱う店主は、笑いながらそう忠告してくれていた。

「あ……あんなところ、見られてたの……」

「そのときだけじゃないよ。顔を覚えたから、二回くらい買いものをしているのを見かけてる。いつもにこにこしてて、印象に残ってたんだ」

　また彼の胸に顔を埋めた。粒になっている涙が、イヴァンのシャツに吸いこまれていく。

「結婚するってことになったとき……あまり気乗りしてなかったんだ。そのうち慣れるんだろうけど、いきなり他人と暮らすんだ。楽しい気分じゃなかった」

　イヴァンが深呼吸をする。

　大きく上下する胸で、ルチアは目を閉じた。このまま眠ってしまえたら、きっとしあわせだろう。ルチアはイヴァンの胸でくつろげるようになっている。

「……昔、親戚のごたごたがあって」

　ルチアは目を開く。

「母ははやくに死んで、兄貴たちと親父と、男所帯だったんだ。にぎやかだし、いたずらがすぎると拳骨を食らってた」

　顔を上げると、イヴァンは微笑んでくれる。さみしそうな顔つきに、ルチアは鼻をすすりながら身を起こした。

「親父が死んだら、状況が悪くなった」

　ふふ、と鼻から抜けるような声でイヴァンは笑った。まったく楽しくなさそうな声に、ルチアはぞっとさせられる。

「まわりがこぞってアンドラデ公になりたがって、殺し合ったんだ――それでどうなったと思う？」

　ルチアはこたえられなかった。

　こたえの代わりに、そんな悲しそうな顔をしないでと訴えたくなっている。

「アンドラデ公になりたがってたやつが、全員死んだんだ。俺が成人するまで、誰が後を埋めるか保留になった……アーロンたちが、そうしてくれたんだ」

　イヴァンのほおを手のひらで包んだ。

　温かいほおが、ルチアの手のひらにすりつけられる。

「結婚もそうだけど……家族をつくるっていうことに、俺は気乗りじゃなかった」

　ルチアは口を開け、閉じる。

　言葉が出てこない。

　逆だった――ルチアは家族がほしかった。

　ひとりきりだと思って成長し、肉親のもとで暮らしていたと判明したところで、その家族にルチアは勘定されていなかったのだ。

　ルチアはイヴァンと家族をつくっていきたい。

　彼と暮らし、こどもに囲まれ、毎日を過ごしたい。

「私は……」

　だからこそ、ルチアは黙っていられなかったのだ。彼に嘘をつき続けることができなかった。

「アルデロから到着した花嫁が、ルチアでよかった」

「イヴァン……？」

「ルチアがきてくれて、やっとなにに気乗りしてなかったのかわかったんだ」

　顔をかたむけたイヴァンは、ルチアのほおにくちづけてくる。

「俺はルチア以外と結婚したくなかったんだ」

「え？」

「市で見かけた子に……俺は一目惚れしてたんだよ」

「で、でも……え……」

　自分の顔が真っ赤になっていっているのがわかる。

「でもルチアが俺のこと好きになってくれるか……すごく怖かった」

「わ、私は――イヴァンといたい」

　イヴァンが破顔する。

　こんなにも輝くような笑顔を、ルチアはほかに知らない。

「だから……イヴァンといたいのに、嘘をついてるのがいやで……」

　うまくしゃべれていない気がする。顔が熱い。涙がこみ上げてくる――ルチアはイヴァンの首に抱きつくと、わっと声を上げて泣き出していた。

「ルチア――おまえは俺の太陽なんだ」

　呼吸ができなくなった。

　うれしかった。

　うれしくて、涙が止まらない。

　――太陽、最愛のひと。

　それは恋人でも夫婦でも、かけがえのない相手にだけ使われる。

　呼吸もままならないほど泣き、くちづけされ、気がつくと日がかたむいている。

　一日が終わっていこうとしていた。
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　嘘から解放されたルチアは、すっかり気持ちが軽くなっている。

　その日最初の客は、イヴァンではなくルチアを訪ねていて、明るい気分で迎えることができた。

　客の名に覚えはないが、顔は知っている。

　以前ルチアの背に果汁をかけてしまった女の子――その両親だった。

「突然申しわけありません、奥さま」

「どうされたんですか？　よろしければなかに……」

「とんでもないです、あの……わたくしども、仕立屋を営んでおりまして」

　――彼らはルチアに、なにかドレスを仕立てたい、と申し出てきた。

　断っても食い下がられる。無理もない、アンドラデ公の妻に粗相を働いたのだ。

　くだんのドレスは、もう着ることができなくなってしまっている。背中にできた赤々と大きなしみは、どうあっても抜くことができなかった。薄くはなったが、まだらの状態で残ってしまった。

「お詫びをさせてください」

　夫婦の申し出を、ルチアは断りたかった――あれは事故だ。わざとではない。

　しかし彼らのためにも、それは受けなくてはならないものだった。

　ルチアはそうイヴァンに助言を受け、夫妻の申し出を受けることにした。

　仕事道具を持参していた夫妻を別室に招き、ルチアは採寸を受ける。とくにルチアに予定はなく、時間だけは空いている状態だった。

　布地の見本のおさまったカバンが開かれ、目移りしそうになるなか、ルチアは艶のある黒地に花の散ったものを選んだ。

　部屋のなかでくつろげるものを、と希望すると、仕立屋夫妻は胸を叩き請け負って帰っていった。

　昼食をすませたころ、再度客人が現れた。

　それはイヴァンを訪ねる声であり、酒瓶を持参したアーロンだった。

「つまみも持ってきてあるぞ！　ソニアがつくってくれた――奥方、おもてにソニアが待ってるから、会ってやってくれないか？」

「奥さま、いらしてるんですか」

　あわてて玄関ポーチを出ていくと、犬を連れたソニアが立っている。

「ルチア、今日は予定ある？」

　挨拶は抜きだった。

「予定なら、これから温室のガラスを磨こうかと思っているところです」

　平たくいえば、もうすることがないのだ。

「なるほど、それは重要不可欠だわ。問題は使用人の仕事を奪うってことね」

　ソニアの影のように寄り添っている犬は、ルチアがかがんで目の高さを合わせると、しっぽを振って挨拶をしてくれた。

「イヴァンはうちのひとが独占するから、ルチアは私と出かけましょう」

「お出かけですか」

　どこにいくのか、見当がつかない。

「アンドラデ公の妻なんですもの、みんなに顔を売っておいて損はないわよ」

「ああ――それじゃ支度を」

「そのままでいいわ、歩きながら説明するから」

　イヴァンに無断になるが、ソニアについて歩きはじめた。

「月に一度商店の組合が主催するバザーがあって、季節ごとには町をあげてのバザーをするの。来月に季節ごとのバザーがあるわ。子供たちに店番をお願いするのよ」

　その準備は、前もって女衆が集まって整える。町の人間として大切な勤めだとソニアは説明してくれた――島民のなかに入り、町になじむことが肝要だ。

　町の広場には、女衆が集まっていた。

　ルチアとソニアの姿にいちはやく気がつき、手を振ってくる。

　近づいていき、ソニアは女衆の名前をざっと教えてくれた。一度で覚えられるものではなかったが、覚えなければならない。

　商店の一角に、身なりの汚れた男性が数人かたまっている。単なる買いもの客なのだが、周囲の目がどことなく厳しい。

「ルチア、覚えておいて。彼ら、海賊よ」

「え……」

「アルデロは立ち寄りにくくなってるらしくて、こっちにときどき現れるのよ」

　物資の豊富さは、どう考えてもアルデロのほうが上だ。そしてアンドラデで一気に物資補給をされると、商店の品がなくなってしまいかねない。

　やはり海賊なのだろう、あまり洗っていないと見られる着衣のものが商店から出てきた。その海賊は女性だった。ほかのものたちに指示を出し、荷物を運ばせはじめる。

　あたりを睥睨する男性と違い、その女性はアンドラデの視線に取り合うつもりがないようだった。

「なにも起こらなければいいんだけど――ルチア、こっちよ」

　ソニアの案内で、広場に足を進めていく。

　広場にはいくつか天幕が張られ、その下で作業が進行している。開催日が近づきつつあり、忙しくなっているようだった。

　ルチアは天幕のひとつで足を止めた。

　その場所は覚えがある――結婚した翌日、女の子がルチアに向かって飲みものをこぼしてしまったところだ。

「奥さま、こんにちは」

「こんにちは――バザーで売るものですか？」

　天幕のなか、テーブルには刺繍のされた布巾やブレスレットなど、てづくりの品が雑然と置かれている。

「そうです、子供たちに店番をお願いして、この天幕でこういう手芸品を並べて売るんです。売り上げはまとめて取っておいて、新年に新しく成人する子たちに贈りものを買うんですよ」

　天幕で準備を進める女衆たちのほか、開催当日に出張ってくるのは、町の各商店が広げる露店だった。

　ソニアの説明を受け、ルチアはいくつかに分かれて作業する女衆に挨拶をしてまわった。

　以前女の子に果汁をかけられた事故のおかげで、ルチアは女衆による品定めを受けないですんだ。だがそのせいか、女衆との間に遠慮がちな空気が生まれてしまっている。

　ソニアはルチアと逆だ――女衆をまとめているようで、慕われているのが見ていてよくわかった。

「たぶん、当日はイヴァンも顔を出すんじゃないかしら……ほら、遊んできなさい」

　ソニアの犬は、号令ひとつでどこかに走っていく。

「しばらくしたら勝手に戻ってくるの。当日はふたりで遊びにきたらいいわ」

　立場などない状態で、一度イヴァンとバザーを歩いてみたくなっていた。

　遠くから声がかかり、ソニアはそちらに足を向けていく。

　手持ち無沙汰になったルチアは、近くで手を動かしている女衆に声をかけた。

「なにか手伝えることはありませんか？」

「い、いいんですか？」

　遠慮がちにおずおずと、年若い彼女は作業の説明をはじめた。検品と袋詰めと細工物の仕上げと――アンドラデ公の奥方の立場であっても、細々した仕事がどんどん割り振られていった。

　こまかい仕事はおもしろかった。

　最初はうまく手が動かないのに、慣れてこつをつかめてくると、格段にはやく作業をこなしていける。

　ただ気がつくと前のめりになっていて、肩が凝ってきていた。

「そろそろ休憩しましょう！　根を詰めすぎてもしょうがないわ！」

　聞こえてきたソニアの声を合図に、女衆たちが休憩を取りはじめる。

　ルチアと一緒に作業をしていた女性が、飲みものを持ってきてくれた。礼をいって受け取ると、なかは濃いめのお茶だった。のどが乾いていて、とてもおいしく感じた。

　いまごろイヴァンは、アーロンに酒を振る舞われている最中だろう――飲み過ぎていなければいいが。

「奥さまも今度のバザーはいらっしゃいますか？」

「ええ、ぜひうかがいたいです。その……アルデロでも、市をのぞくのは好きでしたから」

　近くの女衆たちが、なにやら目配せをしている。

　きっと彼女たちの耳には、ルチアの件が入っているのだろう――妾腹の子だということが。

　イヴァンの耳に入っていたアルデロで流れている話は、ともにそこに出向いたものたちの耳に入る。

　妻に、と差し出されたのは、妾腹の子だった――それは両家で交わされた約束を違えるものではない。

　ルチアは突然故人の手紙を携えて現れた、ただの孤児というあつかいだったのだ。

　なのにセラフィナの代わりに嫁がせ、市政に妾腹の子との噂が流れる――それはルチアが認知された、ということにほかならない。

「……うちのひとが、イヴァンさまとアルデロに仕事で出ていて……その」

　女衆の言葉が途切れた。なんといえばいいのか、思いつかなかったのだろう。

「つい昨日、私もあそこでどんな話が流れているのか、イヴァンさまからお聞きしたところです」

「あら……じゃあ、その」

「ええ、庶子になります。ずっとそのことを知らなかったんですが」

　うっかり口を滑らせてしまったが、それを失敗だったと反省する間もなく、ルチアの周囲で女衆が口を開く――気づけばひとが増えている。

「じゃあ、奥さま結婚まではなにをされてたんですか？」

「あの、バサル家で侍女をして……」

「なにそれ！　奥さまだってバサルの娘さんでしょうに……！」

　興奮した声だったが、となりに立った顔がなだめていく。

「なんでもね、挙式をっていうのが急だったそうよ」

　ルチアは挙式までの流れを把握できていなかった。セラフィナをなだめてから進むものだと考えていたし、自分が代わりに嫁ぐとなってからは、驚いてしまって記憶が曖昧になっている。

「もうちょっと先の話だと思ってたのに、バサル家が急いでたみたいで」

「そうそう。だから、こんな言い方はあれなんだけど、花嫁ってなにかわけありなんじゃないかっていうひともいて」

　わけあり――たしかにそうだ。

　わけありもいいところ、妾腹の子が出てきたのだから。

「でも実際はルチアさまみたいな素敵なお嫁さんでしょう？　みんな取り越し苦労だったねぇ、って」

「ほんと、イヴァンさまがデレデレしてたから、心配することなかったわねぇって」

「で、デレデレ？」

　思わずルチアはくり返していた。

「ああ、そうですよね、ルチアさま披露宴のとき、ずっとイヴァンさまのとなりにすわってたから見えないか」

「すごかったよね、イヴァンさまでもあんなにデレデレした顔するんだって驚いたもの」

「女遊びの話とか聞いたことなかったし、びっくりだったぁ」

　ねーっ、と声を合わせた女衆に、ルチアはほっとしていた――妾腹の子であることは、ここに暮らすひとびとにとっては些細なことのようだった。

「ずいぶん楽しそうね、ルチア。どう？」

　ソニアがやってきて、広場の一角を指さした。

「このあと、あっちの道の先にある公民館に荷物を移すの。一緒にこられる？」

「ええ、大丈夫です」

　飲みものの入ったカップが回収されていく。女衆には家の仕事もあるため、ずっと拘束することはできない。一日あたりにあてられる作業時間が限られる、だから事前から準備をしておくのだ。

　天幕の下、品物が片づけられていった。

　箱に詰めるのを手伝うなか、ルチアは以前果汁をかけてきた女の子がなぜ転んだのか理解することになった。

　ルチアは女の子とおなじ場所で転んでいた。

「あ――あっ」

　突然足元に、横からソニアの犬が飛びこんできたのである。

　犬は吠えなかった――口がふさがっていた。

　ソニアの前に躍り出ていった犬は、いったいどこで手に入れたのか、大振りの鳥を咥えていた。

「え……ええっ……えっ」

　突然つまずくことになったルチアは、尻餅をついてから気がついたが、そこだけ石畳の石材がわずかに浮いている。その隙間にかかとを取られていた。

　犬に驚いて、石畳で転んでしまう――それだけではすまなかった。

「奥さま、大丈夫ですか！」

「わんちゃん、それどこかにやらないと！」

「ソニアさまの犬？　どうして鳥を」

　周囲の女衆が悲鳴を上げている。

　鳥をソニアの足下に差し出した犬だけが、誇らしげに胸を反らしていた。

「伏せ！　ああ――大丈夫？　ごめんなさい、うちの犬が驚かせてしまって」

　犬に伏せをさせたソニアが手を貸そうとしてくれたが、ルチアは立ち上がれなかった。

「ま、待ってくださ……い、いたた……っ」

　足首が痛い。ずきんずきんと脈打っていて、力をこめるのが怖くなるほどだ。

　周囲の手を借り時間をかけ、ルチアは近くの椅子に腰を下ろした。

　その時点で片方の足が腫れ上がっていた。よく靴を履いたままでいられるものだ、と他人事のように考えるルチアをよそに、次々と女衆が短い悲鳴を上げていた。

　犬は心配げにルチアを見上げ、指先を近づけるとそれを温かい舌でなめてくれた。
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　一週間もすると、足首の腫れは引き楽になってきた。

　その間、ルチアはずっと温室で縫いものや読書をして過ごしていた。

　長椅子で足をのばしているだけでも、最初のころはひねった足首が痛くてたまらなかった。物事に集中できないほどだったが、いまはもう回復を見せ、温室にじっとしていることがつらくなっている。

「散歩にいってこようかと……」

　来客の途中に顔をのぞかせたイヴァンにいうと、彼はいやな顔をする。

「ちゃんと治してからのほうが」

「もう痛くないわ」

　立ち上がって、足踏みをして見せる。ルチアの手を取ったイヴァンはいい顔をしない。

「もう腫れてないの」

　イヴァンがわざとらしいため息をついた。彼の手をにぎって揺らすと、もう一度わざとらしいため息が落ちる。

「昨日入浴してみたけど、痛みがぶり返したりもしなかったし」

「……なら、この後もうひとり来客がある。それが終わったら、一緒にいこう」

　にぎっていた手を放そうとしたら、今度はイヴァンににぎられる。

「もう、痛くない？」

「ええ。心配かけてごめんなさい」

　足をくじき、ソニアが手配してくれた馬車で帰宅したルチアに、イヴァンは真っ青になっていた。

　犬が獲物を主人に見せにくるのも、石畳でつまずくのも、誰かに非があることではない――ただ災難なだけだ。

　運ばれてきた鳥の出所は、ほど近い森のなかにしかけられていた罠だった。罠をしかけていた子供たちも、犬に横取りされて災難だっただろう。

「ルチアがあやまることじゃないだろう。足が痛くないなら、その……よかった」

「……どうかした？」

　歯切れの悪い言葉に彼を見上げると、手を引かれ胸に抱きしめられた。

「イヴァン？」

「この一週間、怪我してルチアも大変だったと思うけど、俺も……いい子にしていたと思わないか？」

　ルチアはあわてて彼から離れる――イヴァンの身体が変化していくのが、密着しているルチアに伝わってきたのだ。

「散歩して、痛みがぶり返さなかったら……今夜」

　力強くなっていく下腹部から目を逸らし、ルチアは揺り椅子に腰を下ろした。

「だ……大丈夫なの？」

「まあ、そうだな、あたりをぐるっと歩いてくる」

　上着の前をかき合わせると、イヴァンの下腹部はすっかり隠れてわからなくなった。

　温室を出ていったイヴァンを見送ったルチアは、遅ればせながらほおを熱くしていた。

　おなじベッドで眠っているイヴァンは、もしかしたらとなりで欲情していたのかもしれない。

　気を取り直してお茶を飲み、本を手に取り――集中しようとこころみるルチアのもとに、イヴァンはすぐ戻ってきた。

「来客はなしになった」

　満面の笑顔だ。

「そうなの？」

「ああ、使いがきたよ。少し前に漁師が揉めてたんだ。それの仲裁に入ってたから、その礼にくるって聞いてたんだけど、今朝の漁で腰をやったらしい」

「それじゃ出かけてこられないわね」

　ルチアは自分の左足を見下ろした。

「日をあらためてってことだから――出かけよう」







　白い砂浜に出て、日傘の下でルチアは靴を脱いだ。

　近所をまわる散歩だろうと予想していたが、イヴァンは近くの桟橋までいくと、そこにつながれている小舟を指さす。

「先の島までいこう」

　熱い砂の感触を楽しみ、ルチアはイヴァンの先導で小舟に乗りこんだ。

　ふたりで向き合ってすわると、それだけで手一杯のちいさな舟だ。後から乗りこんだイヴァンがオールを繰り、小舟はすいすいと海面を渡りはじめた。

　振り返った桟橋のあたりにひと気はなく、海の青と砂浜の白、その先に広がる島の緑が折り重なって美しい。

　港町に暮らしていたが、水遊びも船遊びも経験がなかった。貴族の令嬢は日焼けをさけるものだ。日を浴びるとしても、せいぜい温室や庭先の散歩だった。

　日傘を差していても、じりじりとした暑さを感じる。

　陽に焼けたイヴァンの肌は、海の青によく似合っていた。

　小島までさほど距離はなく、到着するとイヴァンが砂浜に小舟を押し上げる。

　持参してきたバスケットを手にしたイヴァンは、ルチアを先導して歩きはじめた。すでにふたりとも裸足だ。それだけなのにルチアは楽しくなっていた。

　小島はイヴァンの屋敷にある中庭よりも規模がちいさかった。小振りな丘が、海にぽかんと浮いているようなものだ。

　砂浜のそばにある岩の段差を越えるときに慎重になったが、痛みはなく、イヴァンの手を借りて先に進んだ。

　木々の合間にイヴァンが入っていく。

　その先に小屋が立っていた。イヴァンが肩越しに振り返って小屋を指さす。

　目の前にした小屋は、島同様にちいさなものだ。ひとがなかで休憩するには窮屈だろう――開かれた戸の向こう、あれこれと荷物が置かれていた。

「昔なんかは、ここまで泳いできてたんだ」

　ルチアは驚いた。小舟でさほど時間はかからなかったが、泳ぐという発想自体なかったのだ。

　置いてある荷物は、釣り道具や折りたたみの椅子などである。

「……兄貴と喧嘩してやりこめられたら、ひとりでここにきて遊んでた」

　折りたたみ椅子を手に取り、イヴァンは小屋を背にする。

　日傘をたたむルチアに、イヴァンは微笑んだ。

「ここにきてるときは、兄貴も追いかけてこなかったんだ――屋敷の部屋なんかだと、ずかずか我がもの顔にされてたんだけどな」

　この小島は彼のものである、と尊重されていたのだろう。

「私がお邪魔してよかったの？」

「もちろん。ルチアは俺の……」

　イヴァンは言葉を続けず、小屋の裏手に足を向けた。

　裏には木々で囲まれている、わずかな平地があった。

　折りたたみ椅子にすわり、バスケットから飲みものの入った瓶とカップを取り出す。

　ただのレモン水だが、イヴァンと乾杯して口に運ぶ。やけにおいしかった。木々が日差しをさえぎり、風を涼しく感じる。

「気持ちのいい場所ね」

「よくここで昼寝してた」

　椅子の横にイヴァンは身体をのばしはじめる。背の低い草が密集していて、心地よさそうだ。

　カップを置き、ルチアも草の上に腰を下ろす。

　最初は慎重に歩いていたが、足首に痛みはまったくなかった。イヴァンのとなりで身体をのばし、空を見上げる。

　樹冠の隙間から青い空が目に飛びこんできた。目を閉じたら、確かに眠ってしまいそうだ。

　ゆっくり目を閉じ、ややあって目を開ける。

　となりにいたイヴァンが身を起こし、ルチアをのぞきこんでいた。

「ここで昼寝して、気がついたら外がまっくらだったことがある」

「……帰れた？」

「朝までひとりで過ごして、明るくなってから泳いで帰ったよ――えらく親父たちに叱られた」

　イヴァンが動いた、と思うと、彼は上着を脱ぎはじめている。

「風邪ひかない？」

　声をかけるルチアの前でシャツのボタンを外し、するするとイヴァンは胸を露わにしていく。

「そんなに暑い？」

「どうだろう、ルチアもためさない？」

「私は……」

　首を振ろうとした目先、イヴァンはズボンの前もくつろげようとしていた。

　その内側に、なにか硬度の高いものがある――気がついてしまい、ルチアは飛び起きた。

「イヴァン？　な……なにを……」

「ふたりきりだよ」

「駄目よ、おもてで……そんな」

　アーロン邸からの帰路を思い出し、ルチアの言葉は尻すぼみになっていった。

「怪我が治ってよかった」

「イヴァン、今夜っていってたじゃない」

　非難がましい声が出ていたが、彼は気にした様子がない。

「俺たちしかいないんだから、どこをベッドにしてもいいんじゃないかな」

　なにも気にせず、イヴァンは服をどんどん脱いでいく。

　腰で揺れるものはすでにいきり立っており、イヴァンはルチアのブラウスに手をかけてきた。

「俺が脱がそうか」

「そ、そんな……っ」

「自分で脱ぐほうがいい？」

　のしかかってくるイヴァンに合わせ、ルチアはふたたび身体を草の上に横たえていった。

「明るいし……っ」

「俺のことも、よく見えた？」

　イヴァンにくちづけられ、ルチアは言葉を重ねることができなくなった。

「ぅ、うん……っ」

　舌が刺激されて、ルチアはスカートをぎゅっとにぎりしめていた。

　あごがしびれるような快感だった。ルチアの舌を吸い上げるイヴァンは、器用にルチアの服を緩めていく。

　たくし上げられた布地の下から、ペンダントがのぞいた。そのわきからイヴァンの指が滑りこむ。

「う、ぁ……あっ、イヴァン……っ」

　舌が自由になったが、それはイヴァンのくちづける対象が変わるだけだった。布地の向こうでふるえていた乳房に、彼のくちびるが吸いついていく。

　ルチアは観念してしまっていた。

　彼の頭を抱えこみ、目を閉じると顔を仰向かせた。

　舌先が乳暈をもてあそび、くるくると圧してくる。ルチアの腰がうごめいた。どうしてそんな反応をするのか、自分で自分に驚く間に、めくり上げたスカートのなかにイヴァンが身体を押しこんできた。

「ベッドで……となりで寝てたのに、ルチアが恋しくてしょうがなかった」

　明るい日差しのなかにいるイヴァンは、獰猛なまなざしを隠しもしない。

　彼はルチアの両膝を左右に開こうとする。力をこめてみたが、イヴァンが楽しそうに笑うだけであっけなく開かれる――開いた分だけ、イヴァンは身体を押しつけてきていた。

　ルチアの下生えに、きつくいきり立ったものがあてがわれていた。

　見下ろしてくるイヴァンの目に、彼がそうするつもりだと理解している。そうすると決めたら、彼はきっと引かない。

「イヴァン……は、恥ずかしいよ……」

「うん、ルチア」

　彼の目が下方に向く。同時にあてがわれたものが、ぷつりと淫肉を広げはじめた。

「あ……っ」

　ぞわりと身体全体にふるえが走った。

「やらしくて、かわいいな。ほら、どんどん俺のこと飲みこんでく」

「ま……って、急に……しない、で」

　ゆっくりと、ゆっくりと――イヴァンの肉茎がルチアに侵入していく。

「あ、はぁ……っ」

「ルチア、腰が逃げてる。まだ入り口にお邪魔しただけなのに」

　彼を受け入れはじめているだけなのに、ルチアの淫欲は敏感に反応していた。

　屹立を押しこんだイヴァンの体重がかかってくる。もう身動きができない――それすらルチアにはうれしかった。彼がこれ以上ないほど近くにいてくれる。

　イヴァンの腰が動きはじめた。

「……うぁ、ん……っ、ぅん……っ」

　つながった部分から揺さぶられ、ルチアはうっとりと目を閉じた。

　腰が蕩けていく。

　獣欲に恍惚とした表情を見せられるのは、イヴァンだけだ。イヴァンの抽送に、剥き出しになった乳房が揺れている。彼の指が熟した果実のようになった乳首を摘み取ろうとした。

「あ！　あぁっ……や、あぁ……っ」

　日焼けした彼の指にとらわれると、ルチアの乳首の赤さが際立った。刺激されるごとに、全身の感覚が曖昧になっていく。ルチア自身がひとつの性感帯のようだ。

「ほかのところを一緒にすると、ルチアの花が……俺のこと、すごく締めつけてくるよ」

「ん……っぅうん……っ、あ……う」

　淫肉を貫かれても、乳首を責め立てられても、ルチアの身体は悦ぶばかりだ。

　泉の奥深いところをこすり上げられて、ルチアは身震いしながら首を仰け反らせる。

「やぁ……っ、だめ……激しいのだめ……っ」

「そうだ、ルチア」

　イヴァンに抱き起こされた――と思ったのは一瞬で、ルチアの身体は回転していた。イヴァンの上にまたがった姿勢になっていて、ルチアは目を白黒させる。

「ほら、ルチア動いて。気持ちいいところを探して」

「ま、待って！　こんな……だ、だめぇっ」

　イヴァンの肌にすわったルチアは、肉茎を最奥まで飲みこんでいた。

　動く――どうすればいいのかわからない。

　下になったイヴァンが腰を揺すった。戸惑ったままになっているルチアの肉襞を、蜜で勢いを増しながら翻弄しはじめる。

「……あ！　あぁ……っ！　うぅん……っ」

　わずかに腰を浮かせたルチアは、下から彼が叩きつけてくる淫欲に、嗚咽のような声を漏らしていた。

　やがて彼に合わせて、ルチアは腰を使いはじめていた。

　柔脆な花孔に、とくに蕩けてしまいそうになる場所がある。そこに彼の先端が当たるよう、ルチアは腰をずらしていく。

「っん、んぅん……っ、あ、あぁっ」

「気持ちいいところ、見つかった？」

　卑猥な音が聞こえていた。ルチアだけが腰を使い、イヴァンは激しく揺れている乳房を受け止めている。乳房の上でペンダントが跳ねていた。曇った銀のちいさなメダルの光が、腰と連動してキラキラと瞬いていた。

「あぁ……っ、あっあぁっ……やぁん……やっ」

　前後する腰から、くちゅくちゅと淫水が立てる音が恥ずかしい。イヴァンの屹立で快感の強まる場所を刺激できるよう、みずから求めているのも恥ずかしい。

　なにもかもが恥ずかしく、ルチアは夢中になっていた。

　彼の前でだけ許される秘めごとだ。

「ぁ……もう、だめ……っ、おかしく……いやぁ……っ」

「ルチア、気持ちがよすぎて……俺、そろそろ……っ」

　夢中でルチアはうなずいていた。

「わた、しも……っ、イヴァン、イヴァン……！　私、い……いっちゃう……っ」

　叫ぶようにした言葉と同時に、ルチアの性感は限界になっていた。

　身体のなかで、高まっていたものがはじけ飛ぶ。

「……ひ……ぁ……っ」

　淫肉がむしゃぶりついていたイヴァンの男性が、ルチアへと精を解き放っていく感覚――それさえもルチアの腰をさらに悶えさせた。

「あ……っう……」

　イヴァンが抱き留めてくれる。

　彼の腕のなかで、ルチアは荒い呼吸をくり返し、いまだ腰をがんじがらめにしている余韻に目を閉じていた。







　服を着たイヴァンの腰を、ルチアは手のひらで撫でてみた。

「……どうした？」

　脳裏にイヴァンの裸体がよぎる。

「腰から下が……あまり日に焼けていなかったから」

「ああ」

　彼の髪や肌はよく日に焼け、乾いている。それは海辺に暮らすものの宿命といっていい。

「時間があったとき、漁についていったりもしたから」

「……胸は日焼けしてるけど」

「漁に出たら、服を脱いでたんだ。温室で昼寝するときも、脱いでたことが」

　ルチアは目を丸くしていた。彼に嫁いでから、そんな姿は一度も見ていなかった。

　裸身になったとき、腹部からひざにかけての彼の肌は白く、ふれたときには肌に吸いつくように瑞々しかった。

　服を身に着けると、イヴァンは行儀よく折りたたみ椅子に腰を下ろし、バスケットから軽食を取り出した。

　厨房にあったものを、てきとうに持ってきたという。干しぶどうの入ったパンと、ナッツの練りこまれた焼き菓子だ。それぞれを半分に分けてかじった。

　レモン水も空になり、どちらともなく立ち上がる。

　気分のいい場所を去るのは、後ろ髪を引かれる思いがする。イヴァンの気に入りの場所を知ることができ、ルチアの胸は満ち足りていた。

　それは砂浜に近づくと、消えていくことになる。

「おふたりさん、散歩ですか？」

　小舟を目指して足を進めていたルチアは、ひとの声がして驚いた。

　先を進んでいたイヴァンが、かばうように腕を広げている。

「誰？」

「……海賊だ」

　イヴァンとささやき合うなか、ルチアの目は白い砂浜に立つ男たちに向けられていた。

　つばの広い帽子を被った男と、バンダナを頭に巻きつけた男。

　こんがりとよく日に焼け――イヴァンどころの焼き上がりではなかった。潮風にくたびれた服は薄汚れ、裸足の足だけが砂にまみれて白い。アンドラデに買い出しにきていた面々とは違うが、風体が似通っている。

　ルチアが息を飲むのは、彼らが帯剣しているからだ。

「アンドラデの坊ちゃんじゃないですか、ご機嫌はいかがです」

「なんの用だ、ここは私有地だぞ」

「ええ、私有地に舟があって、何事かと見にきたんですよ」

　ひょうひょうとした声は、警戒心をかき立てるものだった。

「そちらが奥さまで？　いやぁお美しい！　うちの船長がぜひご挨拶したいと」

　バンダナ男が親指で後方をしめす。

　そちらの海上には、大きな船が停まっていた。年期の入った船舶の持つ、威厳めいたものに包まれている。イヴァンの背に半ば隠されていたルチアは、背のびをしてそちらをうかがった。

「結婚式にご招待いただければよかったんですが、このままではご挨拶もできず不義理を働いたままだ。おなじ海に暮らすものとして、それはいけないでしょう……ねえ、奥さま」

「すまないが、妻はいま疲れて――」

「ええ！　そうでしょう、アンドラデ公の奥さまともなれば、日々ご多忙でしょうとも！　今後に日をあらためてというのも、ご面倒をおかけして心苦しい」

　帰すつもりはないのだ。ルチアを背に隠したイヴァンは首を横に振った。

「会談をというなら、それこそ日をあらためるべきだ」

「とんでもない、そんな会談だなどと！　アルデロのバサル家のお嬢さまだ、さぞかしご多忙でしょう。そんなにお時間は取らせません」

　無言に徹している帽子男のほうが、腰の剣を指先ではじいた。

　イヴァンの顔が、男たちでも船舶でもなく、べつの方角を向いた。

「ああ、そうですよアンドラデ公。我々の船がここまで近づいていたら、あなたの島の方々もお気づきでしょうね」

　誰かが気づくなら、危険の度合いは下がるのだろうか。

　肩越しに振り返ったイヴァンに、ルチアは浅くうなずいた。

「船長の招待を受けよう」

　バンダナ男が手を打った。

「さっそく参りましょう！」

　彼らが乗ってきた舟に乗せられ、ふたりは島を離れた。

　ルチアが日傘を閉じると、帽子男が手を出してくる。

「預かりましょう」

「いえ、けっこうです」

「預かります。それでつつかれることにでもなったら……奥さまが怪我をしかねない」

　意味をはかりかねたルチアの手から帽子男は日傘を取り、うやうやしい態度で舟の後方に置く。

　イヴァンとルチアが舟に乗りこもうとするときから、アンドラデの砂浜に人影がいくつも見えていた。

　指さし、なにかを話しているのがわかる。

　ふたりは単なる所在不明にならないだろう――無事に帰れますように。ルチアはそう祈り、かたわらの夫を見上げた。

　イヴァンは緊張した面持ちだったが、ひどく冷静な顔をしている。

　それがアンドラデ公としての顔なのだと、はじめてルチアは理解していた。
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　ジャン・ロロンネは、ルチアでも知っている名だ。

　複数の海賊が海域を往復するなか、ジャン・ロロンネ船長が所有する大海蛇号は三本指に入る大勢力とみなされている。

　無血を貫く彼のおかげで、ほかの海賊も殺傷沙汰に踏み切らないのだといわれていた。

　彼の船のなかは、とても古い家のようだ。

　歩く廊下は無骨な眺めだったが、船を構成する木材が組み合う姿は、ルチアにとって楽しいものだった。

　通された応接間の正面には、一目でこの人物が船で一番の権力者なのだ――そうとわかる男が腰を下ろしていた。

　五十か六十か、忍び寄る老いに屈する様子のない体躯を持ち、燃えるような赤毛を一括りにして肩に流している。

　ルチアたちを案内した海賊は退出し、応接間には三人が向き合うかたちになっていた。背後の扉は閉められておらず、一度振り向くと廊下の先に人影があった。

「よくきてくれた、お若いふたりに退屈させてはいかん。手短に」

　男性は立ち上がり、それぞれの手でイヴァンとルチアの手をにぎった。

「アンドラデ公、ご結婚おめでとう。これからの発展を祈っている」

　イヴァンの目をのぞきこみ、男性はにやりと口角を上げた。

「お嬢さんが――アルデロの花嫁か」

　今度はルチアをのぞきこむ。

　目をほそめ微笑んでいるが、とても怖い顔つきになっている。

「私がこの船の船長を務める、ジャン・ロロンネだ」

　にぎられた手に力がこめられた。

「……お目にかかれて光栄です、船長」

　は、は、は――切れ切れのそれが笑い声なのだとは、すぐには気がつけなかった。

「我々は海で静かに暮らしているからね、不安要素には敏感なんだ」

「不安要素ですか？」

　訊き返すと、船長はうなずいた。

「奥方はずいぶんと好奇心のお強い方のようだね。我々海の民は、あなた方の結婚に戦々恐々としているんだ……いったい、陸ではなにを企んでいるのだろう、と」

　穏やかな声であればあるだけ、ルチアはそれがほんとうなのだと感じた。

　両家の結婚について、彼ら――ジャン・ロロンネだけでなく、海賊たちは思案している。

「船長、もともと俺たちの結婚は、先代のころから決まっていたことだ」

　腰に手をまわしてきたイヴァンは、ルチアの身体を後方に引っ張った。そこにできた隙間に自分の身体を押しこみ、イヴァンは船長と顔をつき合わせる。

「当時は海賊が勢力をのばしていたそうだ。船長、あなたのように、ひとの生命を尊重する連中ばかりじゃない。当時のアンドラデは、アルデロの庇護を求めていたんだ」

「失礼ながら、その約束に対し……正妻以外の女が生んだ娘をよこしたアルデロの思惑を、公はどう受け取って？」

　ルチアが妾腹の子であると、その話は海賊たちの耳にも入っている――ルチアは胸元に隠されたペンダントにふれる。

「それこそ両家間の繊細な事柄だ。ずっと海で暮らしていると、刺激がほしくなるのかな、船長」

「手厳しい！　我々はどうあっても海軍とは仲良くできない。やつらが武装していくなか、アルデロに立ち寄りがたい状況になってしまった」

　少し前に、アンドラデに海賊たちが上陸していた。物資がなければ、彼らの生活も先細るだろう――そして、いま以上の略奪がはじまる可能性がある。

「この上アンドラデにまで立ち寄れなくなるのは困る。大変困る。我々としては公と肩を組んで暮らしていけたらと願っている」

　イヴァンが首を振る。かすかな動きだが、彼の背中に流した金色の髪が揺れるのをルチアは見つめた。

「俺たちアンドラデは小国だ。それこそ吹けば飛ぶような。こんな拉致まがいのことをする相手に、両手をすりながら歩み寄るなんて恐ろしくてできないな」

「まさか！　これを拉致だと？　我々は若い夫妻に挨拶をしたかっただけで、まさか他意など！」

　イヴァンの肩に船長の手が置かれる。

　わずかながらでも後方に立つルチアは、その手の大きさに驚いた。がっしりとイヴァンの肩を包み、逃がすまいとするようだった。

「小国だなどと謙遜を。アンドラデは武器がある――鉱山がある。陸の連中は、のどから手が出るほどほしいでしょうな」

　船長が口にする内容がルチアにはよく理解できない。ただひたすらイヴァンの緊張を感じ取り、無意識のうちに胸元のペンダントをさすっていた。

「放してくれ。これが招待だというなら、俺たちはここで帰らせてもらう」

　獲物に巻きつこうという大蛇を連想させる船長の手が離れ、ルチアは夫の背中で息をついた。

　やっと帰れる――よろこんだルチアは、後方に足音を聞いて振り返った。

「船長は気がやさしすぎるんだよ」

　ルチアだけでなく、イヴァンもまたそちらを振り返っていた。

　廊下から海賊たちがぞろぞろと現れる。そのなかには、アンドラデに物資調達に訪れていた顔もあった。

「せめてこいつらがなにも持ちこんでいないか、調べるべきです」

「そうです、持ちこんでないかと、持ち出そうとしてないか」

　イヴァンの背に守られながら、ルチアは方々から起こる声を聞いていた。

　ふたりで後退していき、壁際に追いやられた。

　海賊たちに囲まれてしまい、首を巡らせても血路など見出せない。ここは海上であり、窓から飛び降りてもその先が難しい。

「そう身構えるな、ちょっと調べるだけだろ」

　帽子男が前に出た。

「拉致同然に呼ばれて、今度はなんだ？　どういうつもりだ！」

「……あんたらのこと、それだけ警戒してんだよ俺らは」

　帯剣した海賊に囲まれ、逃げられず、ルチアはイヴァンのとなりに並んで立った。

「奥方のほうが、話がはやいみたいだね」

　アンドラデで見た、女性の海賊がルチアを手招いた。

「あたしらはこっち。旦那はそっち」

「なんだよ、ララ、つまんねぇな」

「つまらないのはあんたの顔だよ。フナに食われちまえ」

　かかった声にララと呼ばれた女性は冷たくこたえ、ルチアを入り口の横に立たせた。

「服の上からあらためるよ。変な真似をしたら殴る。あんたが気絶するまで殴る。いいね？」

「……わかりました」

　ララは手早かった。

　ポケットのありそうな場所を叩いていき、ルチアの手のひらや腕をあらためる。

　結婚したときにイヴァンから贈られた指輪が指にはまっており、彼女はそれを慎重に検分していた。

「指輪がなにか……？」

「ものによっては、毒針が出てくるしかけがあるっていうだろ、指輪には」

「夫とおなじものです、そんなしかけなんて」

　イヴァンを見れば、彼はルチアと違い服を脱がされていた。悲鳴を上げそうになったルチアに向け、イヴァンは気にするなといいたげに手を振る。

　彼もまた装飾品は指輪のみで、武装はしていない。

　それで満足すればいいものを、検分した海賊のひとりが腰抜けめ、と吐き捨て、イヴァンがつかみかかろうとするのを周囲が止めている。

「まわりをかためていい気になっている奴がなんだと？」

「平和ボケしてる野郎に腹が立つんだ！」

　怒りに顔を赤くしたイヴァンが、解いていった服を身に着けていく。

　ほっとしたルチアの肩をララが叩いた。

「あんたはまだだよ。ほら、胸のとこ開いて。さっきもさわってたし、あるのわかってんだ」

「ま、まだ？」

「そう。あいつらが見物にくる前に、あたしにちょっと見せたほうがいいよ。ほら、ぐずぐずしないで」

　ルチアは彼女のほうに向けて、胸元を緩めた。

　指先で引っかけ、ララはペンダントの鎖を引っ張る。

　ルチアの胸で温められていたコインが現れ、彼女は眉を寄せた。

「……あんた、これ」

「あの、これは」

　ルチアがそれ以上なにかいうより先に、彼女の指は鎖を引きちぎっていた。

「なにを……！」

「船長！　これ！」

　ペンダントが宙に投げられた。

　ジャン・ロロンネまでは届かず、途中でほかの海賊が受け取る。ペンダントを検分して首をかしげ、べつの海賊へ――手から手へ受け継がれる間に、イヴァンがルチアの元に駆けつけた。

「大丈夫か、ルチア」

「私は平気――でもペンダントが」

　手近な海賊のひとりが受け取ったとき、ジャン・ロロンネが顔色を変えた。

「貸せ！」

　目の色を変えて彼は手をのばし、ペンダントを食い入るように見つめ――その視線をルチアに移した。

「……バサルの娘か」

「か……返してください！」

「黙れ！」

　雷鳴のような一喝だった。

　そばにいたララが、ルチアとイヴァンの腕を引いて廊下に押し出す。

「出ていったほうがいい」

　低い声はルチアの耳には救いのように聞こえた。だが出ていけない。

「待って、あれは私の」

「出てって、あたしらは船長が殺しをやるのを見たくない」

「出ていけ！　アルデロは呪われ波に飲まれるがいい！」

　彼が激昂する意味がわからない。抱き寄せてきたイヴァンが耳元で、帰ろう、と囁いてくる。

　ジャン・ロロンネの怒りに同調し、ほかの海賊たちもあからさまに殺気立ちはじめている。なかには腰の剣に手をかけるものもいて、イヴァンが聞く耳も持たずにルチアを急かすのも無理はなかった。

「だって、イヴァン」

「ルチア頼む、船長があんなに激怒するのははじめてなんだ――聞いたこともない」

　裸足で走るなか、ルチアは何度も後ろを振り返っていた。理由などなにもわからない。胸元がひどくさみしい。

　甲板で待機していた海賊にはまだ騒ぎは伝達しておらず、彼の手でふたりは無事にジャン・ロロンネの船から下りることができた。

　アンドラデに帰り着いたときにはぐったりとしていて、ただ島民への報告は「祝いの言葉を贈られた」とそれだけになっていた。

　誰の目から見てもイヴァンは怒りを抱え、ルチアは嘆いており、しかしそこにかかずらうことはできなかった。

　海賊――ジャン・ロロンネ一団により、バサル家が所有する船が壊されはじめたのである。
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　ルチアはすっかりしょげかえってしまった。

　――相手は海賊だ、奪われたものを取り返すのは不可能だと思ったほうがいい。

　もうこれで母の形見はひとつもない。ルチアがいるからなにもないわけじゃない、とイヴァンが慰めてくれるものの、納得できないでいる。

　落ちこんでしまったルチアのために、イヴァンはべつのペンダントを、と宝石商をアルデロから招いてくれた。

　宝石商の広げる貴金属を前に、ルチアは萎縮していた。

　どうやって持ち歩くのか、しまっておいて眺めるためのものなのか。そんなこともわからず、どの宝石がどこの町で評判で、と宝石商の口舌が止まらないのがせめてもの救いだった。

　応接間でとなりに腰を下ろしたイヴァンなど、宝石商の広げた荷物に見向きもしていない。

「ルチアのほしいものはどれ？」

　そればかりだ。いっそルチアとしては、イヴァンのほしいものを選んでくれたら楽なのに。

「奥さまはこれまでどんなものをお好みでしたか？　それに合わせたもののご注文も承りますが」

　初老の宝石商は、宝石で飾り立てた装飾品にルチアがなびかないと察したらしく、進路を変えてきた。

　結婚指輪もこの宝石商を通して購入したらしい。だが白銀のそっけないほど飾り気のない指輪に対し、持ちこまれ披露されるのはごてごてと輝くものたちだ。

「妻が身に着けていたのは、こう……もっとあっさりした。あれ、コインだったよな、もとは」

「私の手にきたときには、かなり古くなっていて……」

「どんな意匠でしたか」

　ルチアはペンダントの紋様を思い出そうとする。

「たぶん最初はひとの横顔が彫ってあったんだと思います。あと、顔のまわりに文字が。ただどれもよくわからないくらい薄れていて」

　とてもちいさな円型のものだった。

　元々はどこかの国の貨幣だったのかもしれない。時間の経過で表面の凹凸はなだらかなものになり、判別ができなくなっていった。

　それらとはべつに、後から刻まれたのだろう文字があった。ルチアが文字を読めるようになったころにはそれも薄れていて、なにか特徴らしき特徴にも乏しかった。

　そのあたりを伝えると、宝石商はなにか考えるような顔をした。

「……それですと、以前はほかに所有者がいたかもしれませんね。おひとりではなく、ふたりか、もっとか」

　母の胸を飾っていたとき、なんといっていただろう。ルチアの記憶にそのあたりはなく、いつかあんたにあげるからね、と笑っていた母の顔しか思い出せない。

　そしてそれはルチアの手に遺され、奪われてしまった。

「古い貨幣などをお守りにする方もいらっしゃいますし、そういったものを象った品もございます――いえ、今日は手元になくお見せできないのですが、よろしければ次のときにでも」

　宝石商は広げた品をゆっくりカバンにしまいはじめた。

「そういったお品でしたら、奥さまだけでなく旦那さまとおそろいで装われても楽しいかと思います。いかがでしょう、来週にでもまたお話をさせていただけませんか。ご予定をおうかがいしてもよろしいですか？」

　イヴァンと宝石商が話をしている間に、ルチアは短く断って席を外した。

　宝石商が連れてきた少年がいたのだ。

　のぞけば少年は玄関ポーチの外にいる。つまらなそうに空を見上げたり、地面を木の枝で掘ったりしている。

　ルチアは配膳室に顔を出し、つくりおきになっているお茶菓子を包んでおもてに出た。

「お疲れさま。よければこれを」

　少年は驚いた顔をしたが、包みから漏れ出ている甘いかおりに相好を崩した。

「もうちょっとで出てくると思うから」

「ありがとうございます！」

「ひとりで退屈ね」

「でも俺、まだ宝石のこと全然覚えてないから……一緒にくっついてくと、邪魔になるんです」

　少年はポケットから丸まった帳面を取り出した。

「まずはこれ覚えろって……」

　うんざりしながら少年が開いて見せてくれた紙面には、宝石の知識がびっしりと書きこまれていた。

「……大変ね」

　心底から同情する。

「今日は海は大丈夫だった？　波が荒いと、大変でしょう」

「平気です！　それに俺、漁師の家の子だから、海は慣れてます」

　さっそく包みを開けた少年が目を輝かせるので、ルチアは縁石に腰を下ろした。自然と少年もとなりにすわり、焼き菓子にかぶりついている。

「港町はどう？　前に住んでたことがあるの。市がにぎやかで大好きだった」

「ほんと？　あそこで売ってるチーズとリンゴのパイ知ってる？　ヒゲおやじがつくってる」

　親近感を持ったのか、少年の笑顔が近づいてくる。

「知ってる、たまに干しぶどうが入ってるのを売ってるのよね」

「そう、それすごく好き！」

　焼き菓子を頬張った少年は、胸元をとんとん叩きながら飲みこんだ。

「この家にお嫁さんにきたひと、アルデロに住んでたんだよ。知ってた？」

「あ……ええ、そうね」

「こっちにもおいしいパイあるのかな。あるんなら、俺いまの仕事辞めてこっちで職探ししてもいいなぁ」

「この仕事長いの？」

「ううん、今月からなんだ。荷物持ちとか掃除とか、そういうのやってるんだけど、扱ってるのが高いものばっかりだから、なんかぴりぴりしちゃって楽しくないんだよなぁ」

　ため息をつく少年に、ルチアは思わず笑っていた。

「そうよね、宝石って安いものじゃないものね」

「また漁に戻りたいけどさ、最近海賊がなんか怖いし」

「海賊って……なにかあったの？」

　空になった包み紙を受け取り、ルチアはたたんでいく。

「ジャン船長の海賊団がさ、バサルの持ってる船を壊してまわってるんだよ」

「そんなことが……？」

　ルチアが言葉を失うと、少年はしたり顔でうなずく。

「おとなたちがさ、下手したらなんかの宣戦布告なんじゃないか、ってひそひそしゃべってる」

「でも、海賊がやったっていう確証は……」

「海賊がちょっと前まで市に買いものにきてて、それで顔知ってるひとがいたんだ。でもさ、バサルの船だけなんだよなぁ。海軍のやつは狙わないし、やっぱり誰かに怪我させたりしないし、なんなんだろうなぁ」

　ルチアは胸元を指先で探っていた。

　もうそこにないペンダントを、指が探してしまう。

　――出ていけ！　アルデロは呪われ波に飲まれるがいい！

　大海蛇号で聞いた、ジャン・ロロンネ船長の怒声が耳の奥に響いた。

　彼はひどく怒っていた。

　なにが原因で、というところがわからない。アルデロでそんなことが起きているということが初耳で、アンドラデにはなにもしかけてきていないのだ。

　しかしジャン・ロロンネは確実にルチアに――バサル家に対して怒りを抱えていたように思われる。

「お姉さん大丈夫？」

　少年が心配そうにのぞきこんでくる。

「……お邪魔してごめんなさいね。お話しできて楽しかった」

「俺も！　お菓子ごちそうさま、今度持ってこれそうだったら、市のパイ買ってきたげるよ！」

　屋敷のほうに目を向けると、廊下をイヴァンと宝石商がやってくる。

「ありがとう――もういくね」

「そうだね、あんまりさぼってると叱られるね」

　イヴァンたちの目につかないよう、べつの道からルチアは屋敷――温室に向かった。

　温室の揺り椅子は大振りなものに変わっていた。

　前にあったものは、ふたりで並ぶと窮屈だった。だが今度のものは、ふたりでゆったりとくつろぐことができる。

　イヴァンと並んで使うのが好きだが、ルチアはひとりで占領して身体を投げ出すのも好きだった。

「ルチア、ここにいたのか」

　声がかかり、ルチアは扉のほうに顔を向けた。

「お見送りにいかなくてごめんなさい」

「それはいいんだけど、宝石にはあんまり興味がないかな」

　身体をずらすと、イヴァンもまた揺り椅子で身体をくつろげはじめた。

「身に着けるのだと、宝石はちょっと……」

　イヴァンが腕を広げてくるので、ルチアはそこにおさまる。

「なんていうか、価値が変わらなそうだし、どうせなら資産としてずっと残しておけるようなもののほうが」

「……資産」

「うん。宝石って自分を飾るより、そのほうがいいかな、って」

　イヴァンに寄りかかり、ルチアは長い息を吐いた。

「……疲れたか？」

「さっき、宝石商の男の子と話を……ちょっとだけして」

「ああ、おもてにいた子」

「……アルデロで、バサルの船が壊されてるって」

　イヴァンの胸がぴくりと反応した。

「知ってた？」

「……耳には、入ってきてた」

　頭を支えてくれていたイヴァンの腕に肩までくるまれ、ルチアはゆっくり抱き寄せられた。

「宝石商は七日後に、また」

「そうなの？」

「うん。で、その前に……五日後に、近海まで出ての会談がある」

　話が見えず、ルチアは目だけを彼に向けた。

「バサル家とジャン船長が話し合いの席を設ける。そこに中立として、海軍将校と俺が出ていくことになった」

「なにを……話し合うの？」

　ルチアは身を起こしていた。

　不安が急激に育ち、胸のなかで渦巻きはじめている。

「バサル家の船をジャン・ロロンネの配下が壊してまわってる。それを船長は認めてる。略奪も起こってて――怪我人も出たんだ。そっちは船長は認めてない。そのあたりも含めて、なぜ船長がそんなことをしているのか、はっきりさせないと」

「イヴァン……この間の私のことはなにか関係して」

「してるわけないだろう、ルチアはずっとバサルの内側にいたんだ。外に出て、海賊とかかわるなんて無理だろ？　違うか？」

「でも、あのとき……船長だけじゃなく、海賊の女のひとも様子が変だった」

　のびてきた彼の手が、ルチアのほおを撫でる。目を閉じてしまうほどうっとりする感触なのに、ルチアの胸に芽生えた不安は消えてくれない。

　海上での会談で、なにが話し合われるのか、どうなるのか――それはルチアにはわからない。

　わかっていることは、ペンダントを返してくれるよう交渉できる数少ない機会なのだということだった。
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　よく晴れた日が続いていて、どちらかというと空気は乾いていた。

　会談に向かう船の上、イヴァンが難しい顔をしている。

　となりのルチアに、聞こえよがしなため息を何度も落とす。

　――彼はルチアを連れてくるつもりがなかったのだ。

　しかし朝はやくから起き出したルチアは身支度を整え、出立予定の馬車に乗りこんで待っていた。

　正装で屋敷から出てきたイヴァンが、心許なげに背後を振り返り、首を巡らせているのが見えていた。ルチアを探しており――馬車から顔をのぞかせる妻の姿に、表情を凍りつかせた。

　駄目だ、一緒にいく、の問答の末、港までの見送りだと押し切った。

　港には見送りの島民がいて、正装で現れたアンドラデ公夫妻に声をかけてくれた。

「お気をつけて！　ルチアさま、イヴァンさまが危ないことにならないよう、気をつけてあげてください」

　バザーの準備で話をしていた顔だった。イヴァンが眉を寄せるなか、ルチアはうなずく。

「おそばについてますので、心配しないでください！」

「ルチア駄目だ、危ない。おまえは」

「私がいって危ないなら、あなたも危ないです。私がいけないなら、あなたをいかせることもできません」

　ルチアは引き下がるつもりはなかった。

　危ないかどうかの判断は、誰にもできないはずだった。

　会談の会場として海上で待機するのは、海軍が所有する天陽号だ。

　ルチアらアンドラデ夫妻を乗せた船は、何倍もある大きさの天陽号に向かっていく。

　振り返れば、アンドラデもアルデロも確認できた。ただあまりに遠く、どんなに泳ぎが達者なものでも泳ぎきれると思えない。

「こんなに大きな船、どうやって漕いでるのかしら」

「そのあたりは公開されてないけど、人力じゃないそうだよ。攻撃のための船というより、有事の際に貴族たちを避難させるためのものらしい」

　言葉を返してくれるが、イヴァンはまだいい顔をしていない。そこまで心配させていることが心苦しいが、天陽号に横付けし引き上げられると、そうもいっていられなくなった。

　会談まで時間があり、ふたりは客間のひとつに通された。

　白を基調にした内装は、船のなかとは到底思えなかった。アンドラデの屋敷に用意されている客間とおなじく、賓客を想定した家具が鎮座している。

　船の内側を通る廊下側の扉から入ったが、もうひとつ、外周の通路に面した扉も備えつけられていた。

　そちらの扉の横には窓があり、そのさらに向こうが海原でなければ、とうてい海上と信じられないほどに足下の揺れもない。

「こんな場所で会談……？」

「海の上で、っていうのが船長の希望らしい。俺としては、ルチアをここからどうやって帰すか――そっちのほうが気になってしかたないよ」

「イヴァン、まだそんなこと気にしてるの？」

　椅子のひとつに腰を下ろし、イヴァンは頭を抱えた。

「俺は危ない可能性のあるところに、おまえを連れ出すつもりは微塵もなかったんだ！」

「……可能性だけでいったら、どこだって危ないと思う」

「屁理屈なんていわないでくれ。俺はルチアに……安全なところで、にこにこ暮らしててほしいだけで」

　ルチアはイヴァンの向かいにある椅子にすわった。

　正装をまとったイヴァンは凜々しく、温室でくつろいでいるときの彼とまた違った顔つきをしている。

「私が一番にこにこ暮らしていられるのは、イヴァンのそばだと思う」

　頭を抱えこみ、イヴァンは呻いた。

「そういう……それはまあ……それは……」

　声がちいさくなっていき、また呻き声が漏れ出てくる。

　彼のとなりに移ろうかと腰を上げかけたとき、部屋の扉が叩かれた。

　即座にイヴァンは顔を上げ、誰何すいかする。

「失礼いたします、バサル公爵さまよりご面会をと」

　扉が開いた。

　そこに立つのは、海軍の制服を身に着け、頑丈そうな身体つきをした男だ。

「どちらに？」

「別室でお待ちです。会談を前に、アンドラデ公にご挨拶をと」

「ルチア、ここで……」

「はい、いってらっしゃいませ」

　ルチアに心配そうな目を向けたが、イヴァンは腰を上げると迎えの男と部屋を後にする。

　ひとりになった室内、ルチアは立ち上がるとうろうろと歩きはじめた。

　バサル公爵というなら、それはシッチェスだろうか、フランシスだろうか。

　ルチアはバサル家から嫁いでいった――もう彼らのことを、父や祖父と思っていいのだろうか。

　海原へと目を向けたルチアは、風に当たろうとポシェット片手に扉を開いた。

　潮風は強いが、室内でくすぶっているより大分気分がよくなる。

　自分が出てきた扉が奥から何番目か数え、ルチアは手すり沿いに歩いてみた。

　天陽号の周囲にはいくつかの船が停泊しているが、その先はどこまでも海原が続いている。

　水平線が輝いていて美しい。

　生涯を海で過ごそうと決めた海賊たちの目にも、やはり美しく映っているのだろうか。

「あそこ、いい部屋なのにね」

　声が聞こえて、ルチアは足を止めた。

「海賊なんかに使わせる部屋じゃないでしょう、あそこ！」

　廊下の角、食器の載った大きなトレイを抱えた給仕たちの姿があった。

「調度を盗まれたらどうするのかしら、海賊なんて信用できたものじゃないでしょうに」

　ため息交じりの声が落ちるなか、ルチアはそっとそちらに向かった。

　三人の給仕の前に立つと、　ルチアの正装に目を滑らせたひとりが、特上の笑顔を顔に貼りつけていく。

　そうすると全員がおなじ笑顔になり、ルチアは感心していた――豪華な船舶で働くには、こういった技が必要なのだろう。

「お客さま、ご案内が必要でしょうか？」

「ジャン船長のところにお届けものを頼まれたのですが、あいにくお部屋を存じ上げなくて」

「まあ、お客さまがお届けものですか？」

「私ではなく、正確にはバサルの旦那さまのものなのですが」

　手にしているちいさなポシェットを手でさするようにし、ルチアは方便を重ねる。

「バサル公爵の……ジャン船長のお部屋でしたら、上の階にございます。獅子の像が飾られている扉が目印になります――誰かひとをおつけします、少々お待ちください」

「いいえ、大丈夫です。ご親切にありがとう」

　不安げなメイドがしめしたほうの廊下を進むと、上にのぼる階段が現れる。

　海軍の制服を着た男性が立っているが、挨拶をするとすんなり通してくれた。

　そこをのぼると、ルチアたちが通されたものと部屋の広さが変わるのか、扉が大きくなり、間隔も広がっていた。

　それぞれの部屋の前に像が置かれ、獅子のそれは奥まった場所にあった。

　そこにたどり着くまでもなかった。

「あ、ララさん！」

　獅子の間の扉が開き、女海賊ララが出てきた――ルチアの声を聞きつけ、ぎょっとした顔をする。

　ばたんと乱暴に扉が閉められるなか、ルチアは小走りにそちらに向かっていた。

「あんたまで今日いるのか、こっちにくるなよ！」

　ララは両手を広げ、ルチアが部屋にいけないようさえぎってきた。

「ララさん待って、べつになにかしようとしてるわけじゃないの」

「ああそう、あんたがなにをするかなんて、こっちにはなにも関係ないね」

　彼女のほうが上背がある。かんたんにルチアはあしらわれてしまうが、あきらめるわけにいかなかった。

　ただ階下には見張りの軍人がいた。大きな声を出すこともできない。

「私、ただペンダントを返してほしいだけなんです」

　彼女の目に怒りが浮かんで、ルチアは確信できた。今回のことの原因は、あのペンダントなのだ。

「あんた本気か？　あれをバサル家が持ってるなんて……もしかしてあんた、あれがなにかも知らないのか？」

「あれがなにかって」

「まあいい、あんたは帰りなよ。そのへんを全部バサル家に吐かせてやる」

「ま、待ってったら」

　彼女の腕に取りすがった。

「待たないよ！　あんたにかまってる暇なんてないんだ、ここじゃ飲みものもろくに運んでこないんだから！」

「それならペンダントを返してくれたら、私が持っていってくれるように話すわ」

　どうしてちゃんと聞いてくれないの――ルチアは胸のなかで苛立っていた。

「しつこい！」

「しつこくもなるわ！　あれは母さんの形見なの！　バサル家は関係ない！」

　ララから言葉が消えた。

　ここぞとばかりに、ルチアは言葉を続ける。ここでなにか生じているらしい誤解を解けたら、会談もなにもいらなくなるかもしれない。

「わ、私、港育ちじゃないの、生まれたときには母さんと内陸の農村にいて……母さんが死ぬまで、海を見たこともなかった」

「でもあんた……妾腹って」

「それは」

　ルチアがいい淀むと、彼女に腕を取られた。

「え――」

　彼女の足は獅子の間に向かい、扉が開かれる。

　部屋には磨き抜かれた調度が並び、壁紙も絨毯も新品のように色鮮やかだ。

　そこにはジャン・ロロンネ船長たち海賊が、以前彼らの船で見たときとおなじ姿で腰を下ろしている。

「ララ、なにをしている！」

　ルチアを見るなり、ジャン船長が席を立つ。怒りが急速に彼の顔を黒く染めていくのがわかる。

「なぜその娘を連れてきた」

「船長、待ってください。あれは……あのペンダント、この子の親の形見だって」

　ジャン船長の動きが止まった。

　肩で息をし、彼は二度ほど首を横に振った。

「……なにをいっている」

「な、なにか誤解があるんだと思います！」

　ルチアは叫ぶように訴えていた。

「あれはただの私の母の形見で……もうあれしか母さんのものは残ってないんです、返してほしいんです！　あなたが怒るようなことは、なにもないはずです」

「どうしてだ、ずっと港町も探した。どこにも見つけられなかったんだ。おまえたちはいったいどこに隠れて」

「私と母さんはずっと陸に住んでたの、作物を育てて――」

「……海を、離れていたのか」

「違います、ずっと陸に暮らして。私が七つのときに母さんは」

「それで？　どんな――どんな女だった、おまえの……母親は」

「母さんはエニっていう名前で……いつも笑ってて、どんなに私が幼くても、誰かと喧嘩したらすごく叱られた。誰かを傷つけることを、許さないひとで……」

　言葉のいきおいが弱まっていく。

　彼らの様子がおかしかった。

　苦しいものを堪える様子のジャン船長も、ララもほかの男たちも、これまでのひとを食った態度が消えている。

「ほくろが……背中の真ん中に、四つほくろがなかったか」

　ルチアは驚いた。

　あったのだ――母と入浴したとき、いつもほくろを数えて遊んでいた。

「どうしてそんなこと……知って」

「エニが赤ん坊のころからあった。背中に……星座のようだと、妻と話していた」

　席を立ち近づいてくるジャン・ロロンネは、目の縁を赤くしていた。

　ルチアは彼の姿に、ふと母の赤毛を思い出していた――彼のそれは、とてもよく似ている。

「俺には太陽がいた。とっくの昔に死んだ太陽だ。どうして太陽が消えたのに、俺が凍え死なずにすんだかわかるか？」

　わからない。

　ルチアには、なにもかもわからなかった。

　すっかり混乱していて、いるはずもないイヴァンの姿を部屋に探していた。

「エニがいたからだ。エニは俺の太陽が生み、残した……俺の世界そのものだ」

　大きなジャン・ロロンネの手がルチアの両肩をつかむ。

「死んだ？　海を離れて……死んだのか」

「ま、待って――それじゃ、それじゃ……」

「……エニは俺の娘だ」

　この世の終わりのような声に、ルチアはなにもこたえられなかった。







「この広間は、舞踏会を催すことを考えてつくられております。地上での暮らしをそのまま継続できるような環境を……」

　ルチアが足を踏み入れたとき、そんな説明を海軍の制服を着た男がしていた。

　歓談中だった彼らは、ルチアが――ジャン・ロロンネ船長をはじめとする大海蛇号の乗組員が現れ、一斉に口をつぐんだ。

　海賊団に囲まれて歩きながら、ルチアは現実味のなさに驚いていた。

　――ペンダントを返してもらいにいっただけなのに。

　広間にはのべ十人ほどのひとびとがいて、長机や椅子が理路整然と並べられている。会談でどの程度の人数が集められるのかわからないが、椅子の数を見ればその規模がうかがえた。

　天井にまで見事な装飾がほどこされ、しかしルチアの目は楽しむより先に、屋敷にある温室に戻りたくなっていた。もちろんイヴァンも一緒にだ。揺り椅子で彼とくつろぎたい。

　ルチアはイヴァンの姿を探していたが、どこにも見当たらなかった。

「ジャン船長、これはどうされました。まだ時刻は」

　鷹揚であろうと努める声に聞こえた。海軍の上層部のものか、胸を飾る勲章が多い。その背後、貴族と見られる姿もある。ルチアの知る顔があった――フランシス・バサルだ。

「べつの話をしにきた。バサル家のものは？」

　海軍の面々は、フランシス・バサルを守るように身体を動かしはじめていた。そちらを一切見ず、自分たちの身体でまるで壁をつくろうとするかのようだ。

　だがフランシスはみずから前に出た。

「私がフランシス・バサルだ。きみがジャン・ロロンネ船長かね」

　フランシスの声は怒りをはらんでいる。

　それもそのはずだ――バサル家は所有する船を破壊されているのだから。

「確認しておきたいことができてな」

「その前に、私の孫娘を放してもらおうか」

　先頭に出てきたフランシスの背後、軍人たちの顔に緊張が走っている。

「孫娘か！　そうか――妾腹の子との噂を聞いたが、それでも孫娘と呼ぶか」

「我々の家にも事情はある。どこの家でも抱えているようなものだ」

　ルチアは目を閉じる。

　バサル家での生活に、不満などなかった。

　食事や部屋は充分なものが与えられていた。無理な労働など要求されなかったし、文字なども勉強させてくれた。

　――ただ、ルチアは家族でなかっただけだ。

　ルチアがセラフィナに代わってバサル家の息女として嫁ぐのは、正式に血筋にあると認める行為だった。

　だがいまフランシスが目の前にいても、感じるものはなかった。ひたすらイヴァンに会いたい。

「開始時刻までまだある。部屋でくつろがれてはどうかな？　我々バサル家は貴君らがどんないいわけを展開するか、楽しみにしているんだ」

　フランシスは大股で近づき、海賊に囲まれているルチアの前に立とうとした。

「近づくな！」

　一喝し、ジャン・ロロンネはふところからネックレスを取り出す――ルチアのものだ。となりでそれを見て手を出そうとすると、逆側に立っているララに止められた。

「先にいっておくが、今回のことはバサル家への誤解がはじまりだな」

「……誤解だと？」

　ジャン・ロロンネはフランシスの鼻先に、左右に揺れるペンダントを突きつけた。

「見覚えは？」

「……それはルチアが持っていたものだろう、見たことがある」

　フランシスに一瞥され、ルチアはうつむいた。

　身体検査をされてペンダントを取り上げられたとき、もっと違う対応が取れていたらべつの道があっただろう。

「たまたまこれを見つける機会があってな――俺たちはてっきり、あんたらバサル家が身内を捕らえているものだと思った」

「……なにをいって」

「これは元々俺が手に入れたものだ。昔アンドラデ公が引き上げた宝を知っているか？　そのうちの一部だ」

　揺れるそれは、宝だったころの面影などない。

　だがルチアにとっては、なにより大切なものだ。

「それを俺は首から下げられるようにして、妻に与えた。妻は俺たちの娘に贈り――これをルチアが持っていたからな、俺はおまえらが娘を捕らえて隠したものだと思った」

「……待て、なにを」

　フランシスの声が低くなっていた。

　ふたたびふところにしまわれるペンダントを、ルチアは目で追っていた。

「それは俺の勘違いだったようだ――娘は死ぬとき、このペンダントを俺の孫娘に遺した」

　ざわめきは海軍将校たちから起こった。

「俺の娘をもてあそんだか。ずいぶんな真似を」

　青黒くなったフランシスの顔など、ルチアははじめて見た。

「……いいや、ルチアは海賊風情と無関係だ。妾腹であっても、バサルの血が流れているなら我々は迎え入れる。それだけのことだ」

　間近で殺気立つふたりは、老境に差しかかるにしては身体も頭も頑丈だ。

　ルチアがなにかいおうと息を吸いこむと、となりのララが腕で背中を包んできた。彼女はルチアに口出しをさせる気がないらしい。

　軍人たちの壁が動き、その後ろから現れた顔にルチアは息を飲んだ。

　痩せた青白い顔――シッチェス・バサル。

「だ、旦那さま、下がっていてください！」

　とっさに出たルチアの言葉に、シッチェスは首を振ってさらに進もうとする。それは軍人たちによって留められたが、その場で止まらなかったものもあった。

「旦那さまだと？」

　ルチアは失言に気づく。

　ジャン・ロロンネを前に、迂闊なことを口にしてはならなかった。ララのため息が聞こえ、彼女がそういったものを止めようとしてくれていたのだと気がついた。

「下がっているんだ」

　フランシスが言葉を重ね、それにもシッチェスはしたがわない。

「ジャン船長、私は……」

「おまえが、か」

　ララがルチアの腕を引いてきた。

　ルチアはよろめきながら下がり、するとほかの海賊たちが進み出た。ルチアもララも、彼らの背中だけでもう状況がわからない。

「おまえはルチアに……父と呼ばせもしなかったのか！」

　悲痛な声に、ルチアは目を閉じた。

　父だとは知らなかった。雇い主としても距離が遠かった。

　顔を合わせたのは数えるていど、だがいつもやさしくて、お菓子や本を贈ってくれて――ルチアには大切な恩人だった。

　家族でなかったことが、いまさらつらい。

「ふたりとも、ほら」

　囁くような声に目を開けると、そこにはバンダナ男がいた。彼は扉を開き、すぐ出ていけるようにしてくれていた。

　広間は険悪な雰囲気に飲まれており、軍人と海賊とがにらみ合う。

　それがわかるのは、ルチアがララに引かれて広間を退出しているからだった。

　離れていく広間では、海賊たちが抜刀している。

　血の気が引いていく。

「ま、待って、どこへ……止めないと！」

　止める方法など思いつかない。だが剣を交えるような状況だけは駄目だ。

「いいからこっち！　あんな騒ぎになってるんだ、一番安全なところいくよ！」

「安全って」

　そんな場所はあるのか――ここは陸を遙かに離れた海上だというのに。

　ララはしっかりとルチアの手をにぎり、急ぎ足で進んでいく。

「待って、イヴァンがどこかに」

「あとにして！」

　ララの向かう先はすぐにわかった。海上に停泊している大海蛇号に移ろうとしている。

「待って待って待って！　困るわ、私あなたたちの船には……！」

「なにいってんのよ！　あんたの実家でしょう！」

　天陽号から大海蛇号に渡るための桟橋は、そのまま残されていた。まだ広間の外に待機する軍人たちには、バサルとジャン・ロロンネが抜刀する状態になっていることは伝わっていないらしい。

「お戻りですか？　あの、アンドラデ公の奥さまでいらっしゃいますよね」

　軍人が桟橋への道をさえぎってくる。

「奥さまに船を見せて差し上げるんだ。話し合いは男連中がするから」

　ララは軍人を押しのけ、ルチアの腕を引いた。

　軍人は弱った顔をし、ルチアを見つめてきた。もしここで助けを求めたらどうなるのか――広間でのさわぎが、ここまで漏れてきたら。

　ルチアはララの手をにぎった。

「……いきましょう」

　ララが微笑む。

「い……いってらっしゃいませ」

　軍人の声など聞かず、ララは足を動かしはじめていた。

　彼の目がルチアと大海蛇号とを見比べる。

　ルチアはその視線を追うようにしていた。

　信じられないものを見つけて、ルチアは声を上げそうなくちびるを噛む。

　――どうして。

　明かり取りだろう、大海蛇号の窓のひとつに、イヴァンの顔があった。

　すぐに窓から消えてしまったが、ルチアを見て、彼もまた驚いた顔をしていた。

　桟橋を渡りながら、あたりを見回す。

　ほかの停泊している船との間では、もう桟橋は取り払われている。

　つながっているのは、天陽号と大海蛇号だけだ。

　――イヴァン、なにをしているの。

　動悸がひどくなっていたが、ルチアはなにもいわず、ララに手を引かれるままになっていた。
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　片づけられ、居心地のいい部屋だった。

　ルチアがきょろきょろと見回すなか、ララは部屋にある椅子を勧めてきた。

「ここで待っててもらって大丈夫だと思う。みんなが戻ってくるまで、待ってて」

　壁紙が貼られ、絨毯が敷かれ、ベッドもソファもテーブルも磨かれている。

　シーツやクッションは清潔そうで、しかしルチアの目を引いたのは、そんな海賊船らしからぬ調度ではなかった。

　チェストの周囲に飾られた、刺繍されたタペストリー。

「これって」

「わかる？」

「うん……母さんがつくってたのに、よく似てる」

　刺繍物には刺す個人の癖が出る。はじの処理などは、ルチアの母のものとおなじだった。

「ここ、エニさまの使ってた部屋なんだよ。あたしは……なんていうか、エニさまの侍女みたいなもんで」

「そうだったんですか？」

「ほんとは侍女なんていらなかったんだけどね。みっつくらいのときに、親に捨てられたあたしを船長が拾ってくれて……たとえチビでも、働いてなきゃ船から下ろされるから」

　扉に向かうララは、部屋の刺繍をぐるりと見渡していた。

「あたしみたいなのは、運が悪けりゃ……船で育てられてから性奴隷扱いになりかねない。ここはそんなことないんだけどね、よその海賊船だったらどうなってたか」

　無血であるジャン・ロロンネは、ほかの海賊たち――とくにたやすく殺戮をおこなうものたちにしたら、どれだけ邪魔な存在だろうか。

　ある意味この海域は、ジャン・ロロンネに守られていたといってよかった。

「エニさまはあたしに仕事をくれたんだ。あたしを侍女に、って。ほんとのとこは、あたしの面倒をエニさまが見てくれてたんだけどね」

　ルチアの前に、母はララを育てていた。姉のようなものか、とさすがにそれは気安い言葉で、出すことはできなかった。

　ララは自分の胸元を、指先でとんとんと叩いた。

「だからあんたが……エニさまのペンダント持ってて、すごくびっくりした。頭のなか真っ白になっちゃったよ」

　扉を開いたララは廊下に出た。

「外から鍵はかけないけど、うろうろしたら駄目だよ。みんなじきに戻ると思うから、心配しないで」

　そんな無理な言葉を残し、扉が閉められた。

　駆ける足音が去っていく――即座にルチアは扉を開き、廊下を左右に見渡してどうするか考える。

　海賊たちは出払っているのだろうか。

　ルチアは先ほど見かけた、イヴァンの顔を思い起こして身震いをする。

「さ、探さないと……」

　部屋を出て甲板に戻ろうとしたとき、ルチア、と呼ぶ声があった。

　間違いなくイヴァンの声だった。

　振り返ると、後方の廊下の角に彼の頭がのぞいている。

　彼の名を呼びそうになって、ルチアは口を手で覆った。

「ルチア！」

　呼びかけてはくるものの、彼もまた声をおさえていた。

　誰が残っているのかもわからない――ルチアはあわてて母の部屋に引き返した。彼も小走りにやってきて、あわただしく扉を閉める。

「ど……どうしてここに……？」

「それは私が聞きたいわ！」

　イヴァンに抱きしめられ、ルチアはそこでやっと彼が上着を脱いでいることに気がついた。

「上着は……？」

「あっちに置いてきてる。会談までの時間に、ちょっと探険を」

「探険って……」

「もし見つかっても、俺だったら泳げるから海に逃げこめるだろ？　海軍の船のどれかに救助を求めれば……」

「そういうことじゃないでしょう！　どうして探険なんて……！」

　イヴァンのくちびるがひたいに押し当てられる。その上抱きしめてくる腕が強くなっても、ルチアは引き下がらなかった。

「危ないってわかってる？　そもそもどうやってここに……」

「……海賊たちが出払ったっていうから、海軍が桟橋を渡してくれて」

　イヴァンは気まずそうだったが、言葉を続けてくれる。

「見張りの海賊はいなかったか？　ルチアもどうしてここに」

　ルチアが状況を説明すると、イヴァンはその場にすわりこんだ。

「……剣を抜いたら駄目だろう……」

「どうしよう、私ここにいていいのか……イヴァンはどうして……そんな探険だなんて」

　口を引き結んだイヴァンが目を逸らす。拗ねたようにも見える顔に、ルチアもまた床にすわった。

「なにかあったの……？」

　イヴァンの手を取ると、彼はその場で仰臥してため息をついた。

「……天陽号についてから、バサル公に呼ばれただろ」

　のぞきこむと、今度は目を逸らさない。

「ちょっと前に壊されたバサル家の船から、地図が消えてたらしいんだ。それを探すよう頼まれて」

「……誰に」

「バサル公に」

「……大旦那さま？」

「そう。身動き取れるのが俺くらいなものだったんだよ。万一なにかあったら、海に飛びこめばいいし……」

「なんでイヴァンがそんな危ないことしなくちゃいけないの！」

　思わず大きな声が出ていた。

　ルチアの手を取り、イヴァンは半身を起こした。

「地図にさ、アンドラデの鉱山がある島のことが書いてあったらしい。部外者の目にふれるのは……ちょっと」

「鉱山って……」

　以前大海蛇号で、ジャン・ロロンネとイヴァンが話していた覚えがあった。

「……最近アンドラデで見つかったんだ。アンドラデっていくつもの島でできてるだろ？　そのうちのひとつに、ひとが立ち入ってなかった島があるんだ。あんまり暮らすのに適してないとかって」

　イヴァンは身振り手振りを交えて説明する。

「そこの岩場を掘ると、希少な鉱物が出るんだ――そうはいっても、まだ調査してる段階で、確証ないんだ」

「そこのことが、地図に？」

「島のことというか、島とアルデロの最短距離のことだな。海の波にはいくつか種類があって、それぞれ流れが違うんだ。ひとの住んでないところだから知られてなかったらしいんだけど、そこからアルデロに出るのに、はやい波があって……」

　そのことが書いてあるのか。

　イヴァンが動いたなら、それなりの理由なのだろう。しかしルチアには受け入れられない。そんな危険なことを、イヴァンがしなくてはならないなんて。

「地図なんてどこにあるか……」

「まあ、探す前にルチアがきて、それどころじゃなくなったな」

　抱きしめてくれる腕のなか、ルチアは目を閉じた。

　今後どうなってしまうのか、不安は大きくなる一方なのだ。

　わあわあとひとの騒ぐ声が聞こえてきて、ルチアもイヴァンも腰を上げた。

「……誰か、ここにくるかしら」

　部屋を見回し確認していくと、ベッドの下なら隠れられそうだった――垂れたシーツが目隠しになってくれそうなのだ。

「こ、ここに……」

「間男になったみたいだな、なんだか」

　厚みのあるイヴァンの身体でも、なんとかそこに潜りこむことができた。

　それを見届けて廊下に出ると、海賊たちが戻ってくるのがわかった。負傷者が出ているが、どの顔も興奮し笑っている――勝利したのか、鼻を明かしたのか。

　負傷し血が流れたものの姿に、ルチアが身を強張らせていると、海賊の一団からジャン・ロロンネが進み出てきた。

「ルチア、部屋にいなさい。すぐいく」

「でも、怪我をしてるひとが」

「誰も生命を落としていないぞ！」

　船長に同調し、海賊たちが歓声を上げる。

　元気なようだ――手当を受ければ、怪我人もさほど心配はいらないのだろう。

　いわれた通り部屋に下がった。

「イヴァン、船長がくるって」

　ベッドの下に向けて囁くと、うなり声が聞こえた。

　ややあって、ルチアは揺れている感覚に気がついた。

　船が動いている。

　どこまでいくのかはわからない。

　じっとすわっていることもできず、ルチアは窓辺に立ち海原を見つめていた。







「これを、まずおまえに」

　ジャン・ロロンネが差し出したのは、新しい鎖に交換されたペンダントだった。

「これはおまえが持つべきものだ」

　受け取って身に着ける間も、ジャン・ロロンネはそわそわと部屋を見回している。ベッドの下にいるイヴァンのことが気づかれないか――いやに緊張させられる。

「ここはエニが使っていたんだ」

「ララさんがそうおっしゃってました。この編みものとか刺繍とか……すごく母さんがつくっていたものに似てます」

　ベッドから離れたところにジャン・ロロンネを誘導した。

「部屋に色々そろっていて、びっくりしました」

「陸にはなかなか上げてやれんからな、できるだけのものは手に入れるよう心がけた――なにより、娘のことは隠しておきたかった」

　ルチアが首をかしげると、ジャン・ロロンネは微笑む。

「……もし俺を攻撃しようとするなら、エニを狙うのが一番になるからな」

「そんな」

「だからおまえがペンダントを持っているのを見て、エニがさらわれたんじゃないかと……すまなかったな、さっきは。怖かっただろう」

「私は……」

「ルチア、このまま船は海軍から距離を取る。あいつらが追ってくれば進むし、追ってこなければ状況を見る」

　大きな彼の手が上がり、宙を泳いでからルチアの肩に置かれた。

「今日はここで休みなさい。なかから鍵もかけられる。なにかあれば廊下から呼ぼう」

「……鍵をかけていいんですか？」

　自分を虜囚のように感じていたルチアは、意外に思いそう問い返していた。

「当たり前だろう、女の子の部屋なんだ。なにかあろうがなかろうが、鍵をかける自由ぐらいなくてどうする」

　目尻を下げて笑うジャン・ロロンネは、海賊でもなんでもない、ただの老境に差しかかった男に見えた。

「食事はどうする、ここと食堂と……」

「こ、ここで」

「そうだな、いきなり大所帯だと大変だな。あとでララに運ばせよう」

「あの、あ……ありがとうございます」

「それじゃ、ルチアまた」

「はい」

　また、といいながら、まだジャン・ロロンネはそこにいた。そわそわと天井を見、床を見、ルチアに笑いかけ――それからやっと出ていった。

　足音が遠退くのを確認し、ルチアは鍵をかけた。

　部屋が密室になって、ルチアはベッドに飛びつく。

　垂れ下がっているシーツをめくり、隙間に挟まるようにしているイヴァンに手を差しのべた。

「大丈夫？」

「……まあ、な」

　立ち上がったイヴァンは、身体のあちこちを曲げたりのばしたりする。

　周囲から海賊の足音などは聞こえず、イヴァンは窓から海原を見ている。ルチアもとなりでそうするが、ひたすら海原が広がり、陸地が見当たらない。

「これからどうしようかな」

　イヴァンの腕が腰にまわされ、ルチアは抱きしめられるままになっていた。

「聞いてる感じだと、ルチアは安全だと思う」

「……イヴァンは？」

「見つかったらどうだろうなぁ。船長たちがルチアを陸に帰すって確証持てたら、俺は海から泳いで」

「こんなに遠いのに？」

「……がんばって泳ぐよ。漁師が沖に出てるのを狙って泳いでもいいし」

　そんなにうまくいくだろうか――不安になるルチアにイヴァンは歯を見せて笑い、かえって不安があおられた。

　窓の外が暗くなってきて、ララが食事を運んでくれた。

「どうします、船長が一緒に食べたがってるんだけど……そわそわもじもじしてるじいさんなんて、一緒にご飯食べたい相手じゃないわよね」

「そわそわ……？」

「うん。あんたのことすっごい気にして、もじもじもじもじ――うっとおしいったら」

「ひとりで……」

「わかった。食べ終わったら、トレイごと廊下に出しておいて」

　スープとパンと干し果物の食事を、ルチアはイヴァンと分け合う。ふたり分には足りないが、ひとまずおなかに食べものを入れられてほっとした。

　夜が更けてからの海の景色は、ルチアにははじめてのものだ。

　満天の星空と、それを照り返す海原。

　ふたつの境が消えていた。

　輝く星をちりばめた漆黒の布地が、どこまでも広げられている。

　トレイを廊下に出したルチアは、施錠を確認してからランプの明かりを絞った。

　誰もこないだろう、とイヴァンと二人でベッドに身を投げ出す。正装をしわにするのがいやで、肌着になっていた。ちょっと抵抗があったが、となりで眠るのは夫だ。イヴァンも肌着姿になっていて、感じている抵抗から目を背けることにする。

　はじめて訪れた、若き母が使っていた部屋だ。清掃された様子から、おなじ状態を維持しようと手をかけているのが感じられる。

　農村にあった家は狭かった。それでも母には母の場所があり、そこがこの部屋とおなじ雰囲気を持っていたのだ。

　安心できると同時に、ルチアはさみしさを覚えていた。

「ルチア、眠れそうか？」

「……うん。でもちょっと目が冴えてるみたい」

　それでも、イヴァンがいてくれて心強く、ルチアは彼に寄り添って目を閉じた。

「ルチアのお母さん、どんなひとだった？」

「母さん？」

「……俺のおふくろは、俺がちいさいとこに死んでるから」

　彼の肩にひたいを寄せその声を聞きながら、ルチアは母の顔を思い浮かべた。

「兄貴たちに聞こうとすると、みんながみんな悲しそうにするもんだから……あんまり聞けなかったんだ。母さんのこと聞かせて、ってねだると、かならず母さんがよくつくってくれたおやつをつくってくれた」

「お兄さんが？」

「そう。兄貴がつくるから、おふくろのつくったのとは味が全然違ってたな――さすがに、そのへんの味ぐらいは俺も覚えてたし」

　兄弟の誰よりも母と過ごした時間が短い弟を、イヴァンの兄たちはどう考えていたのだろう。

「……母さんと農村に暮らしてたんだけど、家の近くに川があって、そこで釣れた魚をときどき分けてもらってたの。それの食べ方で、母さんと全然好みが合わなくて」

「川魚か。海で採れる魚と変わらない？」

「うん。私は魚にパン粉を振って焼いたのが好きだったの。おなかいっぱいになるし」

「……お母さんは違った？」

「焼いて、ちょっと塩を振っただけの食べ方が好きだったわ」

　イヴァンは黙っている。

　ちいさな家のちいさなテーブルで取ったふたりでの食事は、いま思い起こしても簡素だった。

　どれもこれもおいしくて、おいしいものばかりつくる母の手はまるで魔法を使っているようだった。

　そのなかで感じた不満は、川魚の食べ方だけだ。

「でもいまはね、私魚は塩を振っただけの食べ方が一番好きになってるの」

　声を出さずにイヴァンは笑う。震動を感じて、ルチアも短い笑いを漏らしていた。

　母の好みに近づいている。

「……もし機会があったら、ジャン船長にどんな魚の食べ方がいいか訊いてみたら？」

「船長に？」

「そう。もしかしたら、塩を振って焼いたのがいいっていうかもしれないだろ？」

　上掛けのなか、イヴァンの手がルチアの指をにぎってきた。

　にぎり返したルチアは、母の赤毛とジャン・ロロンネの赤毛を思い浮かべる。

　ふたりはよく似た髪をしている。

　母と自分にもそんな部分があるだろうか。ジャン・ロロンネが見つけてくれるかもしれない。

　ルチアはイヴァンの家族を知らない。

　いまは亡き彼らも、きっとどこかしらイヴァンに似ていただろう。

「帰ったら、お墓参りに」

「……そうだな」

　上掛けのなかが温まり、ルチアはまぶたが重くなっていた。　身体を動かしたイヴァンの胸に抱き止められ、波に揺られる感覚のなかルチアは眠りに落ちていく。

　――いつか、自分とイヴァンによく似た子を授かるかもしれない。

　気のはやい考えだったが、ルチアはそれを気に入った。

　イヴァンの寝息が聞こえてきた。

　それはルチアにとって、最高の子守歌になったのだった。







　朝の海原を眺めたところで、ルチアには位置はよくわからなかった。

　となりからイヴァンが外を眺めようとしたとき、扉が叩かれた。

「ルチア、起きてるか？　少しいいか」

　ジャン・ロロンネの声だ。

　あわててイヴァンはベッドの下に隠れ、それを見届けてから、ルチアは鍵を解いた。

「船で過ごしたはじめての夜だったかな、気分はどうだ？　酔ったりは」

「大丈夫です」

　口にしてから、ひどく酔ったとこたえれば、陸に戻る方向に話が進められたのではないかと後悔した。

「後方に、海軍の影が見える。あれの動き次第で、沖に出ていくかもしれん」

「あの、私は……」

「ルチア、海で暮らさないか」

　ジャン・ロロンネは二脚ある椅子のうちのひとつに腰を下ろした。

「俺は海の人間だ――娘のエニもそうだったと信じている」

　ルチアは黙って立っていたが、ジャン・ロロンネの手が椅子にすわるよううながしてくる。

「ルチア、おまえもそうだと信じるのは早計か？」

　ルチアはジャン・ロロンネの向かいに腰を下ろした。

「私の家は……アンドラデにあります。私は船を下ります」

「そうか。……エニのことを話してくれないか？　なんでもいい、エニの陸での生活がどんなものだったか、少しでもいいから知りたいんだ」

　ルチアが母と暮らしたのは、わずかな時間だ。赤子だったころの記憶は当然なく、話せることがあるか考えながら口を開いた。

「内陸の農村で……近所の男性が独身のころに暮らしていた家に、母さんとふたりで住まわせてもらっていたんです」

　部屋に目を向けた。

　母の面影のある部屋だ。かごのひとつには、まだ途中と見られる手仕事の品が入れられている。

「昼は農作業を手伝って、夜は母さんが縫いものをして。私が遊んでほしいって駄々をこねると、歌ってくれたり、いろんなおとぎ話を聞かせてくれて」

　女手ひとりで子供を抱えて生きるのは厳しい。

　ひとりで生活を支えていたある日、母は牛を飼う牧場まで手伝いに出かけていた。

「近所のひとが、なにか仕事があると母さんに声をかけてくれてたんです。遠方だったら私はそこに預けられて、母さんは働きにいって」

　――積み上がった干し草というものが、どのくらいの重さなのかわからない。

　ルチアは知りたいとも思っていない。

「牧場で……積み上がった干し草が崩れて……母さんは下敷きになって、胸を打ったんです」

　ジャン・ロロンネが目を剥いた。ひざの上の手が拳になる。

「そこから、母さんは身体を壊してしまって」

　ルチアはうつむいた。

　周囲の住人は親切だった。

　よそから流れてきた女に親切だった。

　女が子を産んでも親切だったし、子がひとり取り残されても親切だった。

　ルチアはとても運がいい。

　母もきっと、運がよかった。

　――そう信じていくことにしている。

　ルチアは運がいいから、イヴァンに嫁げた。祖父――ジャン・ロロンネにも巡り会えた。

「最期にはもう起き上がれなくなってたけど、母さんがつらいってこぼしたことはなかったです」

　気がつけば、ジャン・ロロンネの拳はふたたび開かれている。

「母さんはバサルに宛てた手紙を残してくれていて、それを持って私はアルデロに」

　目を閉じ、ジャン・ロロンネは考えこんでいるようだった。なにかに耐えるような表情にも見える。

「ルチア」

「……はい」

「俺はどうしても、バサルに対していい顔ができん」

　視線を合わせたジャン・ロロンネは、目の縁と顔を赤くしている。

「バサルの息子がしっかりしていれば、エニは内陸にいかずにすんだ。そこで生命を落とさずにすみ、おまえが路頭に迷いかけることもなかった。どうにかバサルにたどり着いても、おまえは娘として扱われていない。それが嫁に出すところになって、急に娘と認めるだと？」

　ルチアは腰を上げた。

　ジャン・ロロンネの前に立ち、ルチアは首を振る。

　悪いことを数えても、なににもならない。

「私に不満はないんです」

「おまえが許しても、俺は我慢ならない。どうして……近くにいながら、父さんと呼べない？　父や祖父がいたんだろう、あそこには娘もいる――おまえの姉妹なんだろう？　おまえはひとりじゃなかったはずなのに、あいつらはおまえをひとりにしたんだぞ」

　ルチアはうなずく。

　それを飲みこんで、ルチアはもうそこを振り返らないことにしている。

「私にはイヴァンがいます。私の夫で、私の居場所なの」

「なあルチア、海で暮らそう」

　――一緒にいよう。

　肉親のいってくれるその言葉は、とても優しくて甘いものだ。

　立ち上がったジャン・ロロンネは、ルチアを抱きしめた。

「うちの乗組員はちょっと乱暴だが、気のいいやつばかりだ」

　ルチアの耳には、ジャン・ロロンネが泣き出しそうに聞こえた。

「心配はいらないわ」

　その言葉は、ルチアの母がよく口にしていたものだ。

「私はアンドラデに帰ります」

　ごそりと音がして、ルチアは目を見開いた。

　音のしてはいけないところから――ベッドのあたりから聞こえている。

　ジャン・ロロンネの肩の向こう、イヴァンの頭が見えた。

　出てきてしまった。

　ひとが現れれば、さすがにジャン・ロロンネも気がつく――振り返った船長は、ルチアを背に隠すように手を広げた。

「アンドラデの……どうしてここに」

　ジャン・ロロンネの声は狼狽していた。さすがに驚くのは無理もない。

「船長、妻を迎えにきた」

「駄目だ、駄目だ……」

　しかし船長の手が下がっていく。

　ルチアは後ろから彼の袖を引いた。

　そして思い切って呼びかける。

「おじいちゃん」

　ジャン・ロロンネの肩がびくりと強張った。

　おそるおそるルチアを振り返った彼の双眸は、ひどく揺れている。

「ルチア、俺……か？」

「おじいちゃん、イヴァンのいるところが……私の家なの」

「……もしこの男が海賊だったら、おまえはどうした？　海に嫁いだか？」

「きっとそうしていたと思う」

　ルチアは彼の首に腕をまわし、抱きしめる。ずっと背の高い彼は、ひざを曲げルチアの抱擁を受け入れてくれた。

「つらいことがあったからって、ずっとなにもかも不幸だなんて思わないで。私も……バサル家のひとたちと家族になれなかったけど、不幸じゃなかったわ」

「ルチア」

「私は帰ります」

　祖父の肩越し、ルチアの夫が――イヴァンが笑顔を見せていた。







　海域には海軍の船が居並び、港町アルデロでは武器の装填のため海軍技師や将校が目の色を変えていた。

　普段は顔を出すことのない、シッチェス・バサルが姿を現している時点で異例だというのに、それが指揮に当たっていて周囲の目が否応なしに集まっている。

　シッチェス・バサルこそが正しくはバサル家の現行当主だが、長年表舞台に出てこなかったのだ。

　なにゆえ彼が厳しい面持ちで海軍将校たちに混じっているのか、という説明は一切されない。

　緊迫した海軍の様子が一変したのは、沖に船――海賊船が現れたときだった。

　大海蛇号である。

　海軍にみなぎっていた緊迫が、殺気へと変化していく。

「いかがいたしましょうか」

　将校の問いに、シッチェスよりもフランシスが先に口を開いた。

「様子を見なくていいのか、シッチェス。まだ奴らから要求はないだろう」

「要求がきてからでは遅いかもしれない」

「……シッチェス、慎重さを持て」

「ルチアが難儀を強いられるのは、いままでだけで十分だ」

　シッチェスの目は沖に向けられる。

「軍艦を配備しろ、奴らを囲め」

「待つんだシッチェス、こちらがしかければ、ルチアに危害が及ぶかもしれん。アンドラデ公の消息もまだつかめておらんのだ」

「ではどうしろと――」

　苛立ったシッチェスの声をさえぎったのは、監視台に立っていた遠眼鏡を手にした将校だった。

「大海蛇号の舳先に、ひとが……女性と男性です、おそらくアンドラデ公ご夫妻ではないかと！」

　遠眼鏡はシッチェスに渡り、確かにそこに映るのはルチアとイヴァンだった。

　捕らわれている様子ではなく、かたわらにはジャン・ロロンネをはじめ、海賊たちがそろっている。談笑しているようにも見え、将校たちは顔を歪めていた。

　船は港に徐々に近づき、遠眼鏡なしでも肉眼でおたがいの表情がわかるようになると、手を振るルチアはこれ以上ないほどの笑顔を浮かべているのがわかった。

　港間近で大海蛇号は停まり、小舟が下ろされる。

　そこにはアンドラデ夫妻とジャン・ロロンネが乗っていた。

「なんだ、海軍直々にお出迎えか」

　桟橋に立つバサル家当主に、ジャン・ロロンネはにこやかな笑みを向ける。

「これはどういうことだ、私の娘を連れ去って……！」

「どうもこうも、孫娘が俺の住まいに遊びにきただけだ。なにか文句が？　おまえも誘ってほしかったか？」

　シッチェスがこたえるより先に、桟橋にルチアとイヴァンが降り立った。

「それですむとでも？　何人負傷者が出たと思っている！」

　横から口を挟んだ海軍将校に、ジャン・ロロンネは口角を上げた。

「ああそうだな、俺の部下も何人か負傷していた。どうする？　満足いくまで斬り合うか？」

　そのふたりの間に、イヴァンが身体を割りこませた。

「バサル公、戻りました」

　イヴァンが笑顔で報告する周囲、そろいもそろっていやな顔をしている。

「ところでみなさんなにをしてらっしゃるんです？　海軍の演習かなにかですか？」

　将校は歯ぎしりが聞こえてきそうな顔でイヴァンを見つめ、その肩をジャン・ロロンネが叩いた。海賊の手がふれた瞬間、将校は顔を真っ赤にした。

「俺は歓迎されていないようだな。海に戻るとしよう――ルチア、身体を大事にな」

「ありがとう、またね！　おじいちゃん」

　小舟はジャン・ロロンネを乗せ、また大海蛇号に戻っていた――そして海原に帰っていく。

「……アンドラデ公、いったいなにがあったのか、説明していただけますかな」

「妻の親族に挨拶のついで、失せもの探しをしていました。そちらは駄目でしたね。それで、どうしたんです？　なにかあったんですか？」

　どこか白々しく聞こえる声でイヴァンが尋ねたとき、シッチェスが急にルチアに抱きついてきた。

「だ、旦那さ……」

「すまなかった」

　イヴァンやジャン・ロロンネに比べ、シッチェスの身体は弱々しい。薄く、気力を欠いているようだった。

「私がもっと前に出るべきだった。エニがいきなり姿を消して……その後娶った相手も亡くして……なにもかもが怖かったんだ。おまえを受け入れても、またどこかに消えてしまうんじゃないかと。私自身が死に神なんじゃないかと」

　どうしたらいいかわからない、という顔をしていたのは、桟橋にいる面々だけではなかった。

　待機していた海軍も、見世物にやってきていた町民も、誰も彼もが肩すかしをくらい、だが武力行使にならないことに安堵していた。
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　事態は急転した。

　仕切り直された会談では、すべてが良好に進み、和平協定が結ばれたという。

　港町でおこなわれていた破壊活動は、ジャン・ロロンネ一派の仕業ではなかった、という見解が公式発表となった。破壊工作に便乗しての略奪はべつの海賊団の仕業だったが、彼らにすべて被ってもらうことにしたようだ。

　海域をほかの武力勢力から守った年月の貢献を考慮され、ジャン・ロロンネ海賊団は解散、そののちアンドラデ所属の兵団に任命となった。

　アンドラデの本島に居をかまえることが決まった彼らの行動ははやく、島民たちが今後の指針を受け入れる前から、島に船を停泊させるようになっていた。

　ジャン・ロロンネ船長と血縁だったことなどがわかり、ルチアは開催されたバザーへの外出などを自粛していた。島内が落ち着いてから、事情説明を兼ねてどこかで会合を、ということになっていた。

　しかしバザーに参加できなかったルチアのもとに、島民の女性たちがいくつか贈りものを届けてくれた。

　そのなかには仕立屋の奥方もおり、ルチアは笑顔になっていた。

　ストールと花の刺繍のされたハンカチ、それと仕立屋の室内着が手渡された。

「次回こそはバザーにいらしてくださいね！」

　そういって笑顔を浮かべた少女の顔が凍りついた。

　その目がルチアの後方で止まっており、それは少女だけでなく、ほかの顔もそうだった。

　誰がいるのか、ルチアにはわかっていた。

「ルチアさま、せっかくですのでお客さまにお茶を」

　うながしてくれたのは、海賊団を抜けたララだ。

「そうね、よろしければどうでしょうか」

「のちほどソニアさまもいらっしゃいますし、どうぞこちらへ」

　玄関ポーチから立ち去ろうとしていた島民たちは、ララの先導で歩きはじめる。

　ララはルチアの侍女になっていた。

　エニの侍女だったのだから、ルチアの侍女も務まるはずだ――その理由づけで、ジャン・ロロンネから船を下ろされていた。

　応接間に四人の客人を通し、お茶と焼き菓子がまわされたころには、女性たちは当たり前のようにララに話しかけていた。

　海賊の暮らしはどうだったのか。買いものにきていたが、そのころから島にくることが決まっていたのか。侍女をずっと続けるのか。

　最初は丁寧に接していたララの言動が、段々とぞんざいなものに変わっていく。そうなると逆に話しやすくなるのか、女性たちはどんどん質問を重ねていった。

「やっぱりずっと海にいるわけでしょう。日焼けのしかたがうちのひとみたい」

　伴侶が沖合で漁をするのを専門としている女性がいうと、ララは腕とブレスレットの下の白い肌とを見せてきた。

　そうしてみると、白い肌はともかく、焼けた部分はひどく乾いているのがよくわかった。

「肌にいいっていう軟膏、今度試してみたら？　町のお医者さんで都合してくれるよ。焼けた肌が剥けたりしても、治りがはやくなるんですって」

「白いところを残さないで、ぜんぶまとめて焼いちゃえばいいのに。そっちのほうがすっきりしない？」

　少女がそういうと、ララが服を脱ぐ真似をする。

　女性たちが笑うなか、ルチアはイヴァンの肌を思い出していた。

「全部焼くなんて、男ならともかく無理よねぇ」

　イヴァンの太陽を煮詰めたような肌のなか、服の下になる部分は白く残されていた。

　お茶をつぎ足してくれるララと目が合い、ルチアは口を開いた。

「……白く残ってる肌って、きれいで私は好きだなぁ」

　ちょっと黙り、ララが微笑む。

「それ、あたしの肌のことですか？」

「え？」

　全員が口をつぐみ、しんとする。

「あ……」

　ルチアは口元に手を当てた。

「あの、なんでもないです、なんでも……お茶のおかわりいかがですか？　お、お茶菓子も……」

「いただきます！」

　手元のカップを空にし、女性が笑う。

「大丈夫ですよ、奥さまたちが円満なのはいいことじゃないですか！」

「ああ……白いところねぇ。うちの亭主の白いところなんて、最近ご無沙汰だわ」

「あんたのとこ、腰やっちゃったものね」

「分相応にがんばればいいのに、張り切ったのよ」

　ため息まじりの声に、仕立屋の奥方が手を叩く。

「そんな下品なこといわないの！　よその旦那さんのどこが白いかなんて、興味ないでしょ」

　彼の肌で日焼けしていない部分――そこを知っているのはルチアだけだ。

　ひとりが笑い、ふたりが笑う。

　気づけば全員が笑い出している。

　すっかりルチアは顔が熱くなっていた。ララを見れば、彼女は自分のほおを撫でて見せてくる。

「ルチアさま、顔が赤くてらっしゃいますよ」

「だ、だってイヴァンきれいだったし、そんな下品なことをいうつもりは……！」

　墓穴を掘りルチアが顔を覆っていると、扉が叩かれた。

　顔をのぞかせたのはイヴァンだ。

「いらっしゃい、ようこそ――楽しそうだな、どうした？」

　イヴァンを見て、笑いが引っこみはじめていた顔も、また笑い出している。

　ただひとり、ルチアだけが真っ赤な顔を手で覆っていた。
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　イヴァンは書斎にいた。

「お客さんは帰った？」

「ええ。次回のバザーはぜひって」

「そうだな、参加できなくて残念だった」

　机には地図が広げられており、ルチアの目がそこに向くと、イヴァンは表面を指先でとんとんと叩いた。

「これを探しに、大海蛇号にお邪魔してたんだ」

「見つけてたの？」

　首を振り、イヴァンはそれを封筒に収めていく。

「今朝、ジャン船長から受け取った――なんでもアルデロを散歩してた部下が、たまたま拾ったそうだよ」

　そんなことはないだろう。

　だが拾ったとジャン・ロロンネがいうなら、そういうことになる。彼はきっとそれを貫く。

「見つかってよかったじゃない」

　蝋で封をするイヴァンは、あまり明るい顔をしていない。

「……よくないの？」

　部屋には西日が入りこんでいる。

　机の引き出しに封筒は放りこまれた。引き出しのなかは、ルチアからは影になって見えない。

「おいで」

　手招かれ、重厚な肘掛け椅子に腰を下ろすイヴァンのひざの間に立った。

「……なにか、あったの？」

「地図との交換条件があって」

　イヴァンのついたため息は深く長いものだった。

「大変なことなの……？」

　肘をつかまれ、イヴァンのひざにすわる。

　ルチアの髪に鼻先を埋め、イヴァンはまたため息をついた。

「ジャン船長が……俺たちの間に子供ができたら、乳母に雇ってくれって」

　――乳母。

　祖父の顔を思い出し、ルチアは笑い出していた。

　しばらく笑い、イヴァンが新たなため息を落とすので、なんとか気持ちを落ち着ける。

「……本気じゃないんじゃない？」

「本気。娘を育てた経験があるから、俺たちより子育てには向いてるって」

　確かにそれはそうだ。

　イヴァンのくちびるが、ルチアのほおにふれてくる。

「ルチアがおじいちゃんと暮らせるのはいいとして、バサル家がなにかうるさくいってくるかな」

「俺も孫と暮らす、って？」

「それだと、ずいぶんな男所帯になるな」

　長いイヴァンの指が動き、ルチアの胸元で戯れはじめる。

「駄目」

「どうして？」

　器用に片手でスカートをたくし上げ、イヴァンの手のひらがひざを撫でてきた。

「……ん、……駄目よ。ララさんが……」

　ララは働きもので、ふとした拍子に姿が見えなくなるが、気がつくと戻っていてべつの仕事をしている。

「きみの侍女なら、海賊船にお届けもののお使いだよ。夜はあっちで食べるって」

　スカートの布地に隠れながら、イヴァンの手はゆっくりとのぼってきている。

「ルチア、俺の肌の白いところ、確かめてみてよ」

「……やだ、聞いてたの？」

「ずいぶん楽しそうだったからね」

　くちびるを重ね、ゆっくりと舌を交えた。

　おたがいの舌先をなぞり合う。それだけの行為であっても、ルチアの身体に淫欲の熾火がつねに潜んでいるのだと自覚できた。

　腕を組み、イヴァンは頭の後ろにそれをまわした。

　無防備になったイヴァンの着衣を緩め、ルチアは現れた彼の腹部――白い肌に手のひらを押しつける。

　ここはルチアだけが知っている。

　――ルチアだけの。

「もっと下は？」

　ズボンの前がふくらんでいた。そこにいる淫蛇は息を潜めるつもりはないようで、存在を誇示している。

「……どしようかしら」

　そこを開いてしまったら、それこそ後戻りはできない。

「意地悪をして焦らしたら、その分俺もルチアのこと……後で焦らしたりすると思うよ」

「焦らしてなんてないもの」

　イヴァンの前部を解放した。

　屹立が身をのばしてふるえる姿は、ルチアの身体を熱くした。自然とその灼熱をにぎったルチアのスカートに、イヴァンは手をかけてくる。

「ルチア、すわって」

　どこに、と尋ねるまでもなく、イヴァンは自分の下腹部をあごでしめした。

「ちゃんとルチアのなかに」

「そんなこと……」

「できるよ。それとも、机の上をベッドにする？」

　仕事をする場所で、そんなことはできない。

　ルチアは背を向けたまま、開いた双脚の中央に彼の硬直をみずからのあてがった。彼の手が力を貸してくれる。背中から抱え上げられ、イヴァンに腰を下ろしたルチアの淫泉は、彼の屹立をすべて飲みこんでいた。

「は……ぁ、あっ」

「きつ……、体勢が違うと、ルチアのしめつけ……変わるんだな」

　下から彼が腰を揺すりはじめる。机につかまったルチアは、素直に彼に身を委ねた。

「ああ、それいいね」

　イヴァンが椅子から立ち上がった。

　机に上半身を乗せ、ルチアは彼に腰を差し出した。

　スカートの潤沢な布地に隠された下では、蜜が溢れ淫戯を奏ではじめていた。肌を打つ音と快感が手を取り合い、ルチアの身体は蕩けていこうとしている。

「ぅ……んっ、ん……っあ」

「ルチアはゆっくりされるほうが好き？　大海蛇号のとき……たまらなそうな声出してた」

「わか……な、あ……っ」

「それとも、後ろから突かれるのが好きなのかな」

　ゆっくりとイヴァンが出入りする。

「は……ぁああ……っあ」

　じっと受け止めているのが難しいほどの快感だった。

　背後からイヴァンが思うままに攻めてくる、それが好きなのかもしれない――彼が淫欲を思うままに貪る時間だ。彼に背を向けている間、ルチアもまた彼に貫かれたしどけない顔をさらさずにすんでいた。

「あう……ん、あっ、やあっ、あ……っ」

　次第に激しくなっていくイヴァンの抽挿に、ルチアはうっとりと目を閉じていた。

「こっちもかわいがってあげないと」

　イヴァンの指が前面にまわりこみ、ルチアの淫裂を探りはじめる。

「だめ……ぇっ」

　訴えるルチアは、だが期待に胸を疼かせていた。

　イヴァンの指先が、凝った蕾を愛撫する。ルチアの腰に強烈な波が走った。声を噛むルチアに腰を振るい、イヴァンは短く笑っていた。

「んう……っ」

「すごくしまってく……ルチアの身体、気持ちいいことに素直だよな」

「……っん、だめ、あっ――あぅ……っ」

　ルチアは腰を突き上げていた。彼のいう通りだ、勝手に動いてしまう――すべて快感のせいだ。

「だ、めぇ……っ、一緒にしちゃ……気持ちよすぎるの……っ」

「なら、イクまでしてないと」

　彼の声に余裕がなくなっていた。

　指から跳ねた蜜が内股を濡らしている。ルチアは目を閉じる。彼から受ける愛撫のことしか考えられない。

「い、っちゃ……あぁ……！」

　堪えきれず叫び、ルチアは爪先に力をこめていた。

　下半身がすべて性感帯になってしまったかのようだ。身体の感覚がおかしい――蕩けていって、後には淫蜜と淫水しか残らないのではないか。

　ルチアが身をふるわせるなか、イヴァンが射精をする。

　一放ちごとに、ルチアの腰が跳ねた。

「あ……ぁ……っ」

　朦朧とした意識のなかでも、彼の精を受け止めていることがうれしい。

　離れたくなかったが、意識がはっきりしてきたころイヴァンが自身を引き抜いた。

「書斎でっていうのもいいね」

「誰がくるかわからないのに……」

　机に手をついて身を起こしたルチアは、壁際にある書棚に気がついた。

　戸にはめられた硝子、そこに映った自分の顔と目が合った。

「あ、気がついた？」

　服を整えたイヴァンが、机を挟んでルチアと向かい合う。

「ルチアの気持ちよさそうな顔を見られてよかったよ」

「も……もお……っ」

　顔が熱くなるどころではない。どくどくとひたいが脈打って、涙が出てきそうだった。

「今度は向かい合って、ルチアがどんな顔でイクか見せて――なんなら今夜でも」

　涼しい顔をしたイヴァンが、顔を近づけてくる。

　ほおは灼熱のままだが、ルチアに顔を背ける理由などなかった。

「ルチア、愛してる」

　返答の代わりに、ルチアは噛みつくようなくちづけを贈っていた。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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